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林
羅
山
に
よ
る
か
み
4

4

の
名
物

│
『
多
識
編
』
を
も
と
に

│

木 

場 

貴 

俊

  

は
じ
め
に

│
『
多
識
編
』
に
関
す
る
問
題
の
所
在

│

　

従
来
、
近
世
の
神
道
思
想
に
つ
い
て
は
、
儒
家
に
よ
る
神
道
解
釈
つ
ま

り
儒
家
神
道
が
注
目
さ
れ
て
き
た
。
特
に
寛
永
期
、
林
羅
山
（
一
五
八
三
―

一
六
五
七
）
に
よ
っ
て
体
系
化
さ
れ
た
「
理
当
心
地
神
道
」
は
、
そ
の
先
駆
と

し
て
戦
前
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た（

１
）。

神
仏
習
合
が
一
般
化
し
た
中
世
以
来

の
日
本
社
会
で
は
、
か
み
4

4

（「
か
み
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
は
、
記
紀
神
話
や
祭

神
と
い
っ
た
固
有
名
詞
が
あ
り
、
ま
た
神
道
な
ど
で
体
系
化
さ
れ
て
い
る
も
の
を
神
、

そ
う
し
た
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
普
遍
的
で
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
も
の
に
は
か
み

4

4

の
表
記
を
今
後
用
い
る
）
の
観
念
は
、
中
世
神
道（

２
）

や
豊
国
大
明
神
な
ど
為
政
者

の
神
格
化
、
ま
た
付
喪
神
と
い
っ
た
世
俗
的
な
も
の
な
ど
、
多
様
で
雑
駁
な
状

況
に
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
の
新
た
な
神
の
捉
え
方
と
し
て
、
羅
山
の
理
当

心
地
神
道
は
注
目
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
羅
山
の
神
道
思
想
研
究
で
は
全
く
取
り
上
げ
ら
れ
て

こ
な
か
っ
た
か
み
4

4

に
関
す
る
言
及
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
意
外
に
も
、
彼
の
本

草
学
に
関
す
る
書
物
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
書
物
の
名
は
『
多
識
編
』
と
い
い
、
明
代
の
李
時
珍
に
よ
る
本
草
学
書

『
本
草
綱
目
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
漢
名
に
和
名
を
当
て
た
対
照
辞
典
で
あ
る
。

漢
書
や
和
書
に
記
さ
れ
る
漢
名
・
古
名
が
当
時
の
何
に
該
当
す
る
の
か
を
考
証

す
る
こ
と
を
、
名
物
（
学
）
と
い
い
、『
多
識
編
』
も
名
物
の
書
だ
と
い
え
る
。

そ
の
中
で
か
み

4

4

と
関
係
し
て
い
る
の
は
、『
本
草
綱
目
』
巻
五
十
一
獣
部
獣
之

四
寓
類
怪
類
共
八
種
の
怪
類
0

0

、
つ
ま
り
怪
異
の
類

0

0

0

0

に
付
け
ら
れ
た
和
名
で
あ
る
。

　

羅
山
は
一
般
的
に
儒
者
（
朱
子
学
者
）
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
儒
学

で
怪
異
や
か
み
4

4

と
い
え
ば
、『
論
語
』
述
而
篇
「
子
は
、
怪
力
乱
神
を
語
ら
ず

（
子
、
不
レ
語
二
怪
力
乱
神（

３
）一

）」
の
「
怪
」（「
怪
異）

4
（

」）
や
「
神
」（
鬼
神
）
を
ま
ず
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想
起
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
羅
山
の
修
め
る
儒
学
や
神
道
思
想
が
、『
多
識

編
』
の
か
み
4

4

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
た
の
か
は
未
だ
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
な
い
。

　

つ
ま
り
、『
多
識
編
』
の
か
み
4

4

を
め
ぐ
る
問
題
は
、
羅
山
の
か
み

4

4

観
だ
け
に

留
ま
ら
ず
、
本
草
学
（
名
物
学
）
や
儒
学
ま
で
含
め
た
羅
山
の
思
想
的
営
為
全

体
を
把
握
す
る
た
め
の
重
要
な
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
江
戸

前
期
の
日
本
に
お
け
る
海
外
文
化
受
容
の
問
題
と
し
て
も
、『
多
識
編
』
の
名

物
は
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
問
題
意
識
の
も
と
、
本
論
は
『
多
識
編
』
の
か
み

4

4

の
名
物
に
つ
い
て

様
々
な
考
察
を
行
い
、
そ
こ
か
ら
羅
山
と
い
う
人
物
の
思
想
的
営
為
の
実
態

を
よ
り
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
考
察
の
方
法
に
つ
い
て
は
、『
多
識
編
』

の
詳
細
に
触
れ
、
何
が
問
題
な
の
か
を
具
体
的
に
述
べ
た
上
で
示
し
た
方
が
適

当
だ
と
考
え
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、『
多
識
編
』
の
史
料
的
性
格
を
羅
山
の

本
草
学
へ
の
関
心
と
絡
め
て
指
摘
し
た
後
、
具
体
的
な
問
題
と
考
察
方
法
を
提

示
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

羅
山
が
本
草
学
に
関
心
を
抱
い
た
理
由
は
、
博
覧
強
記
と
し
て
の
知
識
欲
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
薬
物
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
物
の
性
質
を
探
究
す
る
本
草
学
の

姿
勢
が
「
格
物
致
知
」「
窮
理
」
と
い
っ
た
儒
学
（
朱
子
学
）
の
思
想
と
通
底

し
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
羅
山
が
既
見
し
た

書
籍
の
目
録
に
『
本
草
綱
目
』
の
名
を
確
認
で
き
る
が（

５
）、

こ
の
『
本
草
綱
目
』

も
朱
子
学
の
理
論
で
書
か
れ
て
お
り
、
後
に
明
末
の
文
人
王
世
貞
が
「
格
物
の

通
典
」
と
評
価
し
て
い
る（

６
）。

　

羅
山
自
身
、
本
草
学
の
著
作
を
数
点
残
し
て
お
り
、『
多
識
編
』
も
そ
の
一

つ
で
あ
る（

７
）。

で
は
、『
多
識
編
』
は
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
評
価
を
受
け
て
き

た
の
か
と
い
う
と
、「
江
戸
時
代
博
物
誌
に
お
け
る
名
物
学
の
第
一
号
で
、
後

世
ま
で
用
い
ら
れ
た（

８
）」

と
、
近
世
本
草
学
（
博
物
学
）
史
で
も
重
要
な
位
置
づ

け
が
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
に
踏
み
込
ん
だ
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な

い
、
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る（

９
）。

　

そ
の
『
多
識
編
』
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
、
慶
長
期
の
写
本
（
草
稿
本
）
と

寛
永
期
の
刊
本
に
形
態
を
大
き
く
二
つ
に
分
け
て
、
比
較
分
析
が
で
き
る
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
る）

10
（

。

　

ま
ず
『
多
識
編
』
は
慶
長
十
七
年
（
一
六
一
二
）
に
成
立
し
た
。
跋
に
は
、

『
本
草
綱
目
』
か
ら
品
名
を
抜
き
出
し
国
訓
を
付
す
と
い
う
、
本
書
の
目
的
が

記
さ
れ
て
い
る）

11
（

。
こ
の
写
本
は
『
羅
浮
渉
猟
抄
多
識
編
』
と
呼
ば
れ
、
刊
本
に

対
す
る
草
稿
本
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
（
以
下
、
草
稿
本
と
略
記）

12
（

）。

　

そ
し
て
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）、
草
稿
本
に
『
本
草
綱
目
』
だ
け
で
な
く

王
禎
『
農
書
』
や
南
蛮
、
採
集
場
所
な
ど
の
情
報
を
加
筆
修
正
し
た
、
古
活
字

本
が
刊
行
さ
れ
る
（
以
下
、
古
活
字
本
と
略
記
）。
翌
八
年
（
一
六
三
一
）
に
は
、

古
活
字
本
に
は
な
い
片
仮
名
の
振
り
や
異
名
を
増
補
し
た
整
版
本
『
新
刊
多
識

編
』
が
刊
行
さ
れ
る
（
以
下
、
整
版
本
と
略
記
し
、
古
活
字
本
と
整
版
本
を
合
わ

せ
て
寛
永
期
に
出
版
さ
れ
た
も
の
を
刊
本
と
表
現
す
る）

13
（

）。
寛
永
期
は
出
版
事
業
が

大
き
く
展
開
す
る
時
期
で
あ
り
、
仏
書
の
次
に
漢
籍
・
医
書
が
多
く
出
版
さ
れ
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た）
14
（

。
ま
た
木
版
に
よ
る
訓
点
入
り
注
釈
書
も
多
数
刊
行
さ
れ
、
そ
こ
で
特
に
重

視
さ
れ
て
い
た
の
が
羅
山
に
よ
る
訓
点
（
道
春
点
）
で
あ
っ
た）

15
（

。
漢
語
に
和
語

を
当
て
る
『
多
識
編
』
の
刊
行
も
、
こ
う
し
た
当
時
の
出
版
界
の
動
向
に
副
っ

た
も
の
だ
っ
た
と
い
え
る
。

　

つ
ま
り
『
多
識
編
』
は
、
写
本
と
い
う
「
閉
鎖
系
の
「
知
」」
か
ら
刊
本
と

い
う
「
開
放
系
の
「
知
」」
へ
と
、
書
物
の
あ
り
方
が
大
き
く
変
化
し
た）

16
（

こ
と

に
な
る
。
草
稿
本
（
写
本
）
は
私
家
的
な
も
の
で
、
基
本
羅
山
が
理
解
し
て
い

れ
ば
問
題
は
な
か
っ
た
。
羅
山
以
外
の
読
者
は
ほ
ぼ
彼
の
身
近
に
い
る
人
に
限

定
さ
れ
、
不
明
な
点
は
羅
山
に
尋
ね
れ
ば
済
む
か
ら
で
あ
る
。
一
方
の
刊
本
は

当
時
の
出
版
部
数
が
い
く
ら
少
な
い
と
い
っ
て
も
、
羅
山
の
知
ら
な
い
不
特
定

多
数
の
購
買
層
が
存
在
す
る
。『
多
識
編
』
は
、
基
本
的
に
漢
名
に
対
応
す
る

和
名
を
記
す
の
み
で
説
明
は
な
く
、
い
く
ら
羅
山
の
著
作
だ
と
い
っ
て
も
、
読

者
の
理
解
と
の
間
に
齟
齬
が
生
じ
る
可
能
性
は
否
め
な
い
。
こ
の
草
稿
本
と
刊

本
の
性
格
の
違
い
に
は
、
今
後
考
察
を
行
う
上
で
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
『
多
識
編
』
の
史
料
的
性
格
を
踏
ま
え
た
上
で
、
改
め
て
か
み

4

4

の

名
物
を
見
て
み
る
。
該
当
す
る
『
本
草
綱
目
』
の
獣
部
怪
類
は
、
八
十
六
種
の

獣
（
畜
類
・
獣
類
・
鼠
類
・
寓
類
・
怪
類
）
の
う
ち
、
寓
類
（
猿
の
類
）
の
次
に

あ
る
品
名
「
罔
両
」「
彭
侯
」「
封
」
を
指
す
。
ま
た
寓
類
最
後
の
「
狒
狒
」
の

集
解
に
載
る
「
山
都
」「
山
軍
」「
山
鬼
」「
山
操
」「
山
精
」「
山
丈
」「
旱
魃
」

「
治
鳥
」
も
、
時
珍
は
「
山
怪）

17
（

」
と
し
て
附
録
に
載
せ
て
い
る
。
そ
こ
で
「
山

都
」
以
降
を
怪
類
と
見
な
し
、
怪
類
に
対
す
る
『
多
識
編
』
の
和
名
を
書
誌
形

態
で
区
別
し
、
表
一
と
し
た
。

　

表
一
を
見
る
と
、
草
稿
本
の
怪
類
に
は
「
カ
ミ
」
と
い
う
和
名
が
多
く
付
け

ら
れ
て
い
る
（
以
下
、『
多
識
編
』
に
見
ら
れ
る
か
み

4

4

表
現
を
カ
ミ
と
す
る
）。
ち

な
み
に
『
多
識
編
』
の
中
で
、
カ
ミ
の
和
名
は
怪
類
以
外
で
は
確
認
で
き
な
い
。

し
か
し
刊
本
で
は
、
そ
の
カ
ミ
の
ほ
と
ん
ど
が
削
除
さ
れ
、
漢
音
の
み
に
変
更

さ
れ
て
い
る
（
古
活
字
本
で
は
漢
音
な
し
）。
つ
ま
り
、
慶
長
期
と
寛
永
期
で
は

「
怪
類
」
に
関
す
る
言
説
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

以
上
か
ら
、『
多
識
編
』
の
問
題
を
整
理
す
る
と
、

①
草
稿
本
と
刊
本
に
お
け
る
怪
類
の
和
名
の
変
化
は
羅
山
の
ど
の
よ
う
な
思
考

の
結
果
な
の
か

②
「
怪
異
」
に
カ
ミ
の
和
名
を
付
す
と
い
う
現
代
の
感
覚
で
は
理
解
し
に
く
い

こ
の
名
物
は
、
羅
山
個
人
の
学
知
の
み
に
起
因
す
る
も
の
な
の
か
、
あ
る
い

は
彼
が
生
き
た
社
会
（
世
俗
）
を
反
映
し
た
も
の
な
の
か

③
刊
本
出
版
と
同
時
期
に
体
系
化
し
た
と
さ
れ
る
理
当
心
地
神
道
は
、
カ
ミ
の

削
除
に
影
響
を
与
え
て
い
た
の
か

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
を
考
え
る
た
め
に
、
第
一
章
で
は
慶
長
期
の
草
稿
本
に
つ
い

て
、
羅
山
の
「
怪
異
」
観
や
当
時
の
怪
異
観
な
ど
と
の
関
わ
り
か
ら
カ
ミ
の
名
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物
を
分
析
し
、
第
二
章
で
は
寛
永
期
の
刊
本
に
つ
い
て
、
カ
ミ
の
削
除
と
理
当

心
地
神
道
の
関
係
か
ら
考
え
る
こ
と
と
す
る
。

第
一
章　

草
稿
本
の
検
討

　

一
│
一　

林
羅
山
に
と
っ
て
の
「
怪
異
」
と
世
俗

　

本
章
で
は
草
稿
本
の
分
析
を
行
う
が
、
そ
の
前
に
羅
山
が
慶
長
期
「
怪
異
」

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
か
を
把
握
し
て
お
き
た
い
。
私
は
以
前
、
羅
山

の
「
怪
異
」
観
に
つ
い
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
が）

18
（

、
そ
の
時
は
「
怪
異
」
観
の

概
括
と
後
世
へ
の
影
響
を
指
摘
す
る
に
留
ま
っ
た
。
今
回
は
、
慶
長
期
の
羅
山

の
思
想
内
で
「
怪
異
」
が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
か
、
そ
の
時

代
性
に
着
目
し
て
み
た
い
。

　

羅
山
は
儒
者
と
し
て
「
子
、
不
レ
語
二
怪
力
乱
神
一
」
の
立
場
を
と
っ
て
い
た

一
方
で
、
怪
力
乱
神
に
深
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。
慶
長
期
の
随
筆
を
ま
と
め

た
『
林
羅
山
文
集
（
羅
山
林
先
生
文
集
）』（
以
下
『
文
集
』
と
略
記
）
巻
六
十
五

―
二
十
一
は
、
或
る
人
の
、
孔
子
は
怪
力
乱
神
を
語
ら
な
い
と
言
う
が
『
書

経
』
や
『
易
経
』『
春
秋
』
な
ど
の
儒
学
書
に
怪
力
乱
神
の
記
述
が
あ
る
の
は

ど
う
し
て
か
、
と
い
う
質
問
を
め
ぐ
る
問
答
で
あ
る
。
こ
の
問
い
に
、
羅
山
は

程
伊
川
や
謝
良
佐
ら
先
達
の
儒
者
の
言
葉
を
引
用
し
、
孔
子
が
語
る
の
は
詩
書

執
礼
（『
詩
経
』
と
『
書
経
』
そ
し
て
礼
を
執
り
守
る
こ
と
）
で
あ
り
、
怪
力
乱
神

は
語
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
は
な
い
と
す
る
一
方
で
、
こ
う
も
述
べ
て
い
る
。

表一　書誌別『多識編』の和名比較
（『本草綱目』巻五十一獣部獣之四寓類怪類共八種より抜粋）

『本草綱目』
怪類の名称

羅浮渉猟抄多識編
（草稿本）

寛永七年版
（古活字版）

寛永八年版
（整版本）

山都 ヤマノカミ △ サント
山軍 カセノカミ △ サンコン
山鬼 × △ サンキ

木客
ヤマノオニ
ヤマヒコ

× ×

山操
ヤマノエヤミナスカミ

サキチヤウノオニ
やまひこ やまびこ

山精
ヤマノチコ

ヒテリノカミ
△ サンセイ

山丈 ヤマオトコ やまおとこ やまおとこ
旱魃 × ひてりかみ ひでりかみ
山姑 ヤマウハ やまうは やまうば

罔両 キモノ
（クか）

フオニ
イシノカミ

きもくいおに きもくいおに

彭侯
コタマ

キノカミ
こたま こたま

封
カワノコ
カワラウ

かわたらう がわたらう

原文は、草稿本は片仮名、整版本（古活字本）は変体仮名（音読は片仮名）で表記される。
「×」－載っていない項目　
「△」－載っているが和名・音読がないもの
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当
に
言
う
べ
く
し
て
言
わ
ざ
る
こ
と
無
く
、
当
に
断
ず
べ
く
し
て
断
ぜ
ざ

る
こ
と
無
し
、
是
を
以
て
『
春
秋
』
は
災
異
戦
伐
を
書
る
し
、『
易
礼
』

は
鬼
神
を
論
ず
る
、
已
む
こ
と
を
得
ず
し
て
、
之
に
及
べ
ば
則
ち
必
ず
訓

戒
有
り
、
神
に
於
い
て
は
則
ち
其
理
を
論
じ
、
以
て
当
世
の
惑
い
を
解
く
、

世
人
の
徒
だ
に
語
り
て
、
反
て
以
て
人
を
惑
わ
す
が
ご
と
き
に
非
ざ
る
な

り
、
然
も
其
れ
之
に
及
ぶ
こ
と
も
亦
鮮
な
し）

19
（

ど
う
し
て
も
や
む
を
得
ず
怪
力
乱
神
を
語
る
場
合
は
、
必
ず
「
訓
戒
（
理
）」

を
含
め
て
当
世
の
惑
い
を
解
く
た
め
で
あ
る
、
世
の
人
が
た
だ
怪
力
乱
神
を
語

り
、
却
っ
て
人
を
惑
わ
せ
る
行
為
と
は
違
う
、
そ
し
て
こ
う
し
た
こ
と
に
及
ぶ

の
は
少
な
い
と
、
羅
山
は
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
は
羅
山
が
怪
力
乱
神
を
語
る

こ
と
の
自
己
弁
護
と
い
う
見
方
も
で
き
る
。

　

同
じ
く
巻
六
十
五
に
書
か
れ
た
次
の
随
筆
か
ら
は
、
羅
山
が
「
怪
異
」
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
か
が
よ
く
わ
か
る
。

俗
に
所
謂
二
十
有
四
孝
は
、
怪
異
を
語
る
こ
と
を
嘉
ぶ
、
寔
に
有
道
の
者

が
述
ぶ
る
所
に
非
ざ
る
な
り
、
昔
程
夫
子
謂
え
ら
く
、「
十
哲
は
世
俗
の

論
な
り
」
と
、
余
二
十
四
孝
に
於
い
て
も
亦
云
う）

20
（

俗
に
い
う
二
十
四
孝
（
舜
や
子
路
な
ど
古
今
の
孝
子
二
十
四
人
）
は
喜
ん
で
「
怪

異
」
を
語
っ
て
い
る
が
、
本
来
は
有
道
の
者
（
儒
者
）
が
述
べ
る
も
の
で
は
な

い
、
し
か
し
昔
程
子
は
孔
門
の
十
哲
の
話
が
世
俗
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
だ

と
考
え
て
お
り
、
余
（
羅
山
）
は
二
十
四
孝
に
も
ま
た
そ
れ
を
適
用
す
る
、
つ

ま
り
二
十
四
孝
も
世
俗
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
話
だ
か
ら
「
怪
異
」
を
喜
ん
で

語
っ
て
い
る
の
だ
。
遠
回
し
な
文
だ
が
、
こ
れ
は
「
怪
異
0

0

」
が
世
俗
の
領
域
に

0

0

0

0

0

0

0

あ
る
概
念

0

0

0

0

だ
と
、
羅
山
が
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
上
記
の
巻

六
十
五
―
二
十
一
を
改
め
て
見
る
と
、
羅
山
は
自
身
を
「
世
人
」
と
区
別
し
て

い
る
。
こ
の
「
世
人
」
も
「
世
俗
」
と
同
質
の
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
も
そ
も
儒
学
で
は
世
俗
（
俗
）
を
ど
う
捉
え
て
い
た
の
か
。
中
国
の
場
合
、

『
詩
経
』
で
は
「
支
配
・
被
支
配
の
関
係
に
お
い
て
の
「
な
ら
わ
し
」
で
あ
り

「
し
き
た
り
」」
と
し
て
「
風
俗
」
を
位
置
づ
け
、「
上
か
ら
の
教
化
・
教
導
」

で
あ
る
「
風
」
に
対
し
、「
俗
」
を
「
下
か
ら
上
に
な
ら
う
も
の
」
と
し
て
い

る）
21
（

。
そ
し
て
宋
代
以
降
、
儒
者
を
は
じ
め
と
す
る
知
識
人
に
と
っ
て
、
俗
は
軽

侮
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
、
正
し
い
義
に
よ
っ
て
風
俗
習
慣
に
囚
わ
れ
た
生
活
か

ら
庶
民
を
擺
脱
さ
せ
よ
う
と
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
た）

22
（

。

　

中
国
の
世
俗
（
俗
）
観
に
対
し
、
羅
山
は
元
和
七
年
（
一
六
二
一
）
成
立
の

『
徒
然
草
』
注
釈
書
『
野
槌
』
で
は
「
俗
ハ
世
間
也）

23
（

」
と
す
る
。
ま
た
寛
永
後

期
成
立
の
『
本
朝
神
社
考
』（
以
下
『
神
社
考
』
と
略
記
）
で
は
、
聖
徳
太
子
の

伝
説
に
つ
い
て
の
見
解
の
な
か
で
「
世
俗
の
称
す
る
所
、
信
ず
る
べ
き
も
の
有

り
、
疑
う
べ
き
も
の
有
り
、
排
す
べ
き
も
の
有
り）

24
（

」
と
も
述
べ
て
い
る
。
不
審

だ
が
信
じ
る
べ
き
も
の
、
つ
ま
り
儒
学
の
道
理
も
含
ん
で
い
る
世
間
、
そ
れ
が

羅
山
に
と
っ
て
の
世
俗
（
俗
）
で
あ
っ
た
。
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羅
山
と
世
俗
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
既
に
石
田
一
良
氏
の
「
従
俗
の
論
理
」

と
い
う
示
唆
的
な
見
解
が
あ
る
。
石
田
氏
は
、
羅
山
の
精
神
的
世
界
を
不
易
経

常
の
世
界
・
損
益
通
義
の
世
界
・
従
俗
教
化
の
世
界
に
分
け
、
そ
れ
ら
が
中
央

か
ら
外
側
に
広
が
っ
て
い
る
と
分
析
す
る
。
不
易
経
常
は
儒
学
の
根
本
に
あ
る

普
遍
の
綱
常
（
三
綱
五
常
）
を
指
し
、
損
益
通
義
は
そ
の
綱
常
を
時
宜
に
相
応

す
る
よ
う
に
加
減
す
る
こ
と
、
そ
し
て
「
俗
世
界
の
形
に
従
い
な
が
ら
内
に
は

儒
の
心
を
保
つ
、
こ
れ
が
羅
山
の
「
従
俗
の
論
理
」」
で
あ
り
、
聖
教
に
よ
っ

て
俗
世
界
を
教
化
し
損
益
の
世
界
を
拡
大
さ
せ
て
い
く
の
が
「
従
俗
教
化
」
だ

と
す
る）

25
（

。
さ
ら
に
前
田
勉
氏
は
、「
従
俗
の
論
理
」
と
は
「
時
を
知
る
こ
と
」

す
な
わ
ち
現
実
と
妥
協
・
順
応
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
成
立
時
期
を
慶
長

十
六
、七
年
（
一
六
一
一
、二
）
頃
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
つ
ま
り
慶
長
十
二
年

（
一
六
〇
七
）
幕
府
に
出
仕
し
て
以
来
、
百
科
全
書
的
な
役
割
（
特
に
兵
書
な
ど

の
講
釈
）
ば
か
り
が
期
待
さ
れ
、
儒
学
の
道
徳
的
価
値
を
幕
府
内
で
説
く
こ
と

の
困
難
さ
を
自
覚
し
た
羅
山
が
、
理
想
を
貫
く
こ
と
か
ら
現
実
と
の
順
応
へ
と

方
向
転
換
し
て
得
た
も
の
と
し
て
、「
従
俗
の
論
理
」
を
位
置
づ
け
、
こ
の
転

向
を
理
想
主
義
的
な
朱
子
学
者
に
と
っ
て
の
「
挫
折
」
だ
っ
た
と
す
る）

26
（

。

　
「
従
俗
の
論
理
」
は
、
も
と
も
と
僧
形
に
な
っ
た
り
法
印
位
を
受
け
た
り
す

る
な
ど
、
仏
教
を
信
仰
す
る
世
俗
と
儒
学
の
価
値
観
と
の
間
で
葛
藤
す
る
羅
山

の
精
神
世
界
を
描
き
出
す
た
め
に
、
石
田
氏
が
編
み
出
し
た
概
念
で
あ
る
。
羅

山
は
当
時
の
仏
教
に
つ
い
て
、
慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
の
段
階
で
、「
浮

屠
の
教
（
仏
教　

筆
者
註
）、
上
は
以
て
政
と
為
し
、
下
は
以
て
俗
と
為
す）

27
（

」
と
、

上
下
つ
ま
り
社
会
全
体
に
仏
教
が
蔓
延
し
て
い
る
と
い
う
認
識
を
持
ち
、
朱
子

学
者
の
存
在
証
明
と
も
い
え
る
排
仏
論
を
主
張
し
た）

28
（

。

　

し
か
し
、
石
田
氏
・
前
田
氏
の
説
で
問
題
な
の
は
、
仏
教
と
関
わ
る
「
従
俗

の
論
理
」
を
政
権
（
世
俗
権
力
）
内
部
で
の
動
向
、「
継
母
挽
詩
」
の
表
現
を

借
り
れ
ば
「
上
」
と
の
関
連
の
み
で
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
羅
山

の
認
識
に
副
っ
て
従
俗
0

0

と
す
る
な
ら
ば
、
上
＝
政
治
だ
け
で
は
な
く
「
下
」
＝

俗
と
の
関
わ
り
の
な
か
で
も
、「
従
俗
の
論
理
」
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
、
俗
の
範
囲
を
仏
教
や
政
治
に
限
定
せ
ず
、
よ
り
広
げ
て
「
従
俗
の
論

理
」
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
近
年
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
、
十
七
世
紀
に
お
い
て
儒
学
が
政
治
や
社
会
を
律
す
る
機
軸
に
な

り
え
て
い
な
か
っ
た）

29
（

状
況
で
の
儒
者
の
活
動
を
考
え
る
必
要
性
と
も
結
び
つ
く
。

　

そ
こ
で
私
が
注
目
す
る
の
が
「
怪
異
」
で
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
羅
山

は
「
怪
異
」
を
世
俗
の
領
域
に
あ
る
概
念
と
考
え
て
い
た
が
、
彼
は
ま
た
「
怪

異
」
を
仏
教
と
も
結
び
付
け
て
い
た）

30
（

。
つ
ま
り
、
羅
山
に
と
っ
て
「
怪
異
」・

仏
教
・
世
俗
は
一
体
の
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

先
の
二
つ
の
随
筆
に
見
ら
れ
る
、
本
来
な
ら
有
道
の
者
は
語
ら
な
い
「
怪

異
」（
怪
力
乱
神
）
を
敢
え
て
語
る
こ
と
で
儒
学
の
道
理
を
説
こ
う
と
す
る
行

為
は
、
従
俗
教
化
に
他
な
ら
な
い
。
要
す
る
に
、
羅
山
が
怪
力
乱
神
を
語
る
契

機
と
し
て
、
政
治
思
想
的
挫
折
が
想
定
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
関
係
性
を
踏

ま
え
る
と
、
随
筆
は
「
従
俗
の
論
理
」
成
立
前
後
に
記
さ
れ
た
も
の
だ
と
考
え

ら
れ
る
。
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そ
し
て
草
稿
本
が
成
立
し
た
の
は
慶
長
十
七
年
、「
従
俗
の
論
理
」
が
形
成

さ
れ
た
時
期
と
重
な
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
草
稿
本
の
カ
ミ
＝
「
怪
異
」

の
名
物
は
「
従
俗
の
論
理
」
が
機
能
し
て
い
る
も
の
と
し
て
も
捉
え
る
こ
と
が

で
き
る）

31
（

。

　

一
│
二　

カ
ミ
を
修
飾
す
る
言
葉

　

慶
長
期
に
お
け
る
羅
山
の
「
怪
異
」
の
位
置
づ
け
を
踏
ま
え
た
上
で
、
い
よ

い
よ
草
稿
本
の
検
討
に
入
る
。
ま
ず
カ
ミ
を
修
飾
し
て
い
る
言
葉
に
注
目
し
た

い
。
実
は
、
こ
の
修
飾
表
現
の
典
拠
と
思
わ
れ
る
書
物
が
あ
る
。
そ
れ
は
源
順

が
承
平
年
間
（
九
三
一
〜
九
三
八
）
に
編
纂
し
た
、
百
科
辞
書
『
和
名
類
聚
抄
』

（
以
下
、『
和
名
抄
』
と
略
記
）
で
あ
る
。

　
『
和
名
抄
』
と
羅
山
の
関
係
は
、
先
述
し
た
慶
長
九
年
の
読
書
目
録）

32
（

へ
の
記

載
を
皮
切
り
に
、
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
十
一
月
紀
州
藩
儒
で
あ
る
那
波
道

円
の
求
め
に
応
じ
て
、
古
活
字
本
『
和
名
抄
』
に
「
源
順
伝）

33
（

」
を
著
し
、
翌

年
「
題
和
名
抄
後）

34
（

」
を
残
し
た
。
そ
の
「
源
順
伝
」
で
、
羅
山
は
順
を
「
吾
邦

千
歳
の
子
雲
か
、
熟
く
倭
名
を
知
る
者）

35
（

」
と
評
価
し
、『
多
識
編
』
編
纂
に
も

『
和
名
抄
』
の
知
識
を
参
考
に
し
て
い
た
節
が
あ
る）

36
（

。

　

そ
こ
で
草
稿
本
が
『
和
名
抄
』
を
参
考
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
項
目
を
表
二

に
整
理
し
た）

37
（

。
怪
類
に
当
て
ら
れ
て
い
る
『
和
名
抄
』
の
部
門
は
、
鬼
神
部
で

あ
る）

38
（

。

　

表
二
を
見
る
と
、
草
稿
本
の
「
ヤ
マ
ノ
」「
エ
ヤ
ミ
ナ
ス
」「
ヒ
テ
リ
ノ
」
と

い
う
表
現
は
『
和
名
抄
』
に
由
来
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
キ
ノ
カ
ミ
」

は
『
和
名
抄
』「
樹
神　

文
選
蕪
城
賦
云
、
木
魅
山
鬼
、
今
案
木
魅
即
樹
神
也
、

和
名
古こ

た

ま
多
万
」）

39
（

の
「
樹
神
」
の
訓
読
で
あ
る）

40
（

。

　

罔
両
「
イ
シ
ノ
カ
ミ
」
は
、『
和
名
抄
』
で
は
別
の
も
の
を
指
す
。
お
そ
ら

く
『
本
草
綱
目
』
文
中
の
「
木
石
之
怪
」「
水
石
之
怪）

41
（

」
か
ら
の
発
想
だ
ろ
う）

42
（

。

表二　草稿本のカミと和名抄の名称比較

草稿本 和名抄
漢名 和名 名称 読み
山都 ヤマノカミ 山神 やまのかみ
山軍 カセノカミ × ×

山操
ヤマノエヤミナスカミ

サキチヤウノオニ
瘧鬼 えやみのかみ・おに

山精
ヤマノチコ

ヒテリノカミ
旱魃 ひてりのかみ

罔両
キモノフオニ
イシノカミ

魍魎 みつは

彭侯
コタマ

キノカミ
樹神 こたま

「×」－載っていない項目
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な
お
「
カ
セ
ノ
カ
ミ
」
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

　

以
上
か
ら
、
草
稿
本
の
カ
ミ
の
修
飾
表
現
の
多
く
が
、『
和
名
抄
』
と
い
う

伝
統
的
知
識
を
参
考
に
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た）

43
（

。
し
か
し
『
和
名
抄
』
に

は
、
羽
族
部
・
毛
群
部
・
鱗
介
部
・
蟲
豸
部
と
い
う
生
類
に
関
す
る
部
門
が
存

在
し
て
い
る
。
で
は
、
何
故
羅
山
は
獣
部
0

0

怪
類
の
和
名
と
し
て
、
生
類
の
部
門

で
は
な
く
鬼
神
部

0

0

0

の
表
現
を
参
考
に
し
た
の
か
。
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

に
は
、
や
は
り
羅
山
に
と
っ
て
の
カ
ミ
と
鬼
神
、
そ
し
て
「
怪
異
」
の
関
係
を

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一
│
三　

朱
子
鬼
神
論

│
カ
ミ
の
意
味

│

　

改
め
て
草
稿
本
（
表
一
）
の
カ
ミ
を
見
て
み
る
と
、「
ヤ
マ
ノ
カ
ミ
」「
カ
セ

ノ
カ
ミ
」
の
よ
う
に
固
有
名
詞
と
は
言
い
難
く
、
カ
ミ
の
言
葉
を
き
わ
め
て
普

通
名
詞
的
に
用
い
て
い
る
。
ア
マ
テ
ラ
ス
や
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
な
ど
記
紀
神
話
に

登
場
す
る
よ
う
な
固
有
名
詞
を
持
つ
神
と
は
異
な
る
、
不
定
型
で
漠
然
と
し
た

カ
ミ
を
怪
類
に
適
用
し
て
い
る
点
に
、
羅
山
独
自
の
か
み

4

4

観
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

こ
の
カ
ミ
の
意
味
を
探
る
た
め
、
羅
山
が
自
身
の
学
問
の
軸
と
し
て
い
た
儒

学
（
朱
子
学
）
に
立
ち
返
っ
て
み
た
い
。
儒
学
に
は
「
鬼
神
」
と
い
う
概
念
が

あ
り
、
特
に
朱
子
学
で
の
鬼
神
に
関
す
る
議
論
を
朱
子
鬼
神
論
と
い
う
。
こ
の

朱
子
鬼
神
論
と
『
和
名
抄
』
鬼
神
部
に
直
接
の
関
係
性
は
な
い
も
の
の
、
鬼
神
0

0

と
い
う
言
葉
が
、
羅
山
に
あ
る
種
の
連
想
を
与
え
た
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら

れ
る
。
そ
こ
で
本
節
は
、
朱
子
学
に
お
け
る
鬼
神
の
意
味
、
ま
た
鬼
神
と
「
怪

異
」
そ
し
て
生
類
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
三
浦
國
雄
氏
の
研
究）

44
（

を
も
と
に
概
要

を
つ
か
み
、
さ
ら
に
そ
れ
を
踏
ま
え
て
草
稿
本
と
の
関
わ
り
を
考
え
る
。

　

朱
子
学
で
は
、
世
界
は
「
理
」
と
「
気
」
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。
気
は
万
物
を
生
成
す
る
基
体
で
あ
り
、
気
↓
陰
陽
↓
五
行
↓
万
物
と
な

る
。
そ
の
万
物
を
構
成
さ
せ
る
た
め
の
原
理
で
あ
り
、
気
に
内
在
す
る
意
味
的

存
在
を
理
と
い
う）

45
（

。
そ
し
て
朱
子
鬼
神
論
と
は
、「
鬼
神
の
陰
陽
化
」
に
他
な

ら
な
い
。

　

朱
子
は
そ
の
具
体
的
な
枠
組
み
を
、
先
学
の
程
伊
川
や
張
横
渠
の
理
論
を
前

提
に
組
成
し
て
い
る
。
ま
ず
伊
川
は
次
の
よ
う
に
鬼
神
を
定
義
す
る
。

鬼
神
は
、
天
地
の
功
用
に
し
て
造
化
の
迹
な
り
（『
中
庸
章
句
』
第
十
六

章）
46
（

）

本
来
不
可
視
な
天
地
の
功
用
で
あ
る
生
成
消
滅
の
総
過
程
（
＝
造
化
）
が
、
風

雨
霜
露
な
ど
可
視
の
自
然
現
象
と
し
て
顕
在
化
す
る
軌
跡
（
＝
迹
）
こ
そ
鬼
神

で
あ
る
、
と
伊
川
は
定
め
て
い
る
。
一
方
の
横
渠
は
、
鬼
神
を
陰
＝
屈
し
て
往

く
（
彼
方
へ
帰
っ
て
ゆ
く
）
気
＝
鬼
・
陽
＝
伸
び
て
来
る
（
此
方
へ
や
っ
て
来
る
）

気
＝
神
、
と
い
う
陰
陽
の
二
気
の
霊
妙
な
は
た
ら
き
＝
気
の
運
動
と
位
置
づ
け

る）
47
（

。

　

三
浦
氏
は
、
両
者
の
説
に
よ
っ
て
、
鬼
神
を
宗
教
哲
学
で
は
な
く
自
然
哲
学
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的
に
捉
え
る
「
鬼
神
の
自
然
化
」
＝
「
自
然
の
鬼
神
化
」
と
い
う
観
点
の
形
成

が
促
さ
れ
、
結
果
的
に
鬼
神
＝
自
然
は
有
機
的
な
一
個
の
大
い
な
る
生
命
体
と

し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う）

48
（

。

　

こ
う
し
た
伊
川
や
横
渠
の
定
義
を
踏
ま
え
た
上
で
、
朱
子
は
鬼
神
を
以
下
の

よ
う
に
結
論
す
る
。

愚
（
朱
子
）
謂
え
ら
く
、
二
気
を
以
て
言
え
ば
則
ち
鬼
は
陰
の
霊
な
り
、

神
は
陽
の
霊
な
り
、
一
気
を
以
て
言
え
ば
則
ち
至
り
て
伸
ぶ
る
も
の
を
神

と
為
し
、
反
り
て
帰
る
も
の
を
鬼
と
為
す
も
、
其
の
実
は
一
物
の
み）

49
（

様
々
な
角
度
か
ら
鬼
神
を
見
て
も
結
局
は
「
一
物
」
す
な
わ
ち
気
以
外
の
何
物

で
も
な
い
、
と
気
に
集
約
す
る
。
こ
れ
は
、
朱
子
の
門
下
生
で
『
語
類
』
編

纂
者
の
黄
子
毅
が
「
朱
子
語
類
門
目
」
で
、
師
の
鬼
神
論
を
「
在
天
之
鬼
神
」

（
自
然
現
象
）・「
在
人
之
鬼
神
」（
魂
魄
）・「
祭
祀
之
鬼
神
」（
祖
霊
）
の
三
つ
に

分
類
し
た
後
で
、「
三
者
は
異
な
る
と
雖
も
、
其
の
鬼
神
た
る
所
以
は
則
ち
同

じ）
50
（

」
と
、
多
義
的
な
鬼
神
の
根
元
は
同
じ
、
つ
ま
り
気
に
収
斂
で
き
る
点
に
特

徴
を
見
い
だ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。

　

伊
川
・
横
渠
に
よ
る
鬼
神
の
自
然
哲
学
的
な
位
置
付
け
を
基
礎
に
、
気
論
に

よ
っ
て
組
成
さ
れ
た
主
張
こ
そ
、
朱
子
鬼
神
論
で
あ
っ
た
。
こ
の
鬼
神
の
自
然

化
＝
自
然
の
鬼
神
化
の
観
点
と
気
論
を
通
じ
て
、
鬼
神
は
動
植
物
や
鉱
物
な
ど

万
物
と
同
じ
、
気
で
成
り
立
つ
も
の
と
し
て
同
一
線
上
に
位
置
付
け
ら
れ
た
。

　

で
は
、
朱
子
鬼
神
論
で
「
怪
異
」
は
ど
う
位
置
付
け
ら
れ
る
の
か
、
次
の
二

つ
の
見
解
を
見
て
み
た
い
。

○
「
雨
風
露
雷
・
日
月
昼
夜
は
、
此
鬼
神
の
迹
な
り
、
此
は
是
白
日
公
平
正

直
の
鬼
神
な
り
、
所
謂
梁
に
嘯
き
、
胸
に
触
る
る
有
る
が
ご
と
き
、
此
則

ち
所
謂
不
正
邪
暗
に
し
て
、
或
い
は
有
り
或
い
は
無
く
、
或
い
は
去
り
或

い
は
来
た
り
、
或
い
は
聚
ま
り
或
い
は
散
ず
る
者
な
り
、
又
所
謂
之
に
祷

り
て
応
じ
、
之
に
祈
り
て
獲
る
も
の
有
り
、
此
も
亦
所
謂
鬼
神
に
し
て
、

同
一
の
理
な
り
、
世
間
萬
事
皆
此
の
理
な
り
、
但
精
粗
小
大
の
不
同
の

み
」、
又
曰
く
、「
功
用
を
以
て
之
を
鬼
神
と
謂
う
は
、
此
に
即
か
ば
便
ち

見
ん
」
と
（『
語
類
』
巻
三）

51
（

）

○
（
前
略
）
問
う
、「
伊
川
「
鬼
神
は
造
化
の
迹
な
り
」
と
言
え
り
、
此
豈

に
亦
造
化
の
迹
な
ら
ん
や
」
と
、
曰
く
、「
皆
是
な
り
、
若
し
正
理
を
論

ず
れ
ば
、
則
ち
樹
上
に
忽
ち
花
葉
を
生
み
出
す
に
似
た
り
、
此
便
是
ち
造

化
の
迹
な
り
、
又
空
中
に
忽
然
と
し
て
雷
霆
風
雨
有
る
が
如
き
、
皆
是
な

り
、
但
人
常
に
見
る
所
な
る
が
故
に
之
を
怪
し
ま
ず
、
忽
ち
鬼
嘯
・
鬼

火
の
属
を
聞
か
ば
、
則
ち
便
ち
以
て
怪
と
為
す
、
此
も
亦
造
化
の
迹
な
る

を
知
ら
ず
、
但
正
理
に
是
ざ
る
の
み
、
故
に
怪
異
と
為
す
、『
家
語
』
に

「
山
の
怪
を
夔
・
魍
魎
と
曰
い
、
水
の
怪
を
龍
・
罔
象
と
曰
い
、
土
の
怪

を
羵
羊
な
り
」
と
云
う
が
如
き
は
、
皆
是
気
の
雑
揉
乖
戻
し
て
生
ず
る
所
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に
し
て
、
亦
理
の
無
き
所
に
非
ざ
る
な
り
、
専
ら
以
て
無
と
為
さ
ば
、
則

ち
不
可
な
り
、
冬
寒
く
夏
熱
き
の
如
き
は
、
此
理
の
正
な
り
、
時
に
忽
然

と
し
て
夏
寒
く
冬
熱
き
こ
と
有
る
は
、
豈
に
此
の
理
無
し
と
謂
う
べ
け
ん

や
、
但
既
に
理
の
常
に
非
ざ
れ
ば
、
便
ち
之
を
怪
と
謂
う
、
孔
子
の
語
ら

ざ
り
し
所
以
な
り
、
学
ぶ
者
も
亦
未
だ
須
ら
く
理
会
す
べ
か
ら
ざ
れ
ば
な

り
」（
後
略　

同
巻）

52
（

）

風
雨
露
雷
や
日
月
昼
夜
は
、
白
日
の
「
公
平
正
直
」
な
鬼
神
で
あ
る
の
に
対
し
、

梁
の
あ
た
り
で
嘯
き
胸
に
触
っ
て
く
る
よ
う
な
も
の
や
鬼
嘯
、
鬼
火
な
ど
は
雑

多
に
揉
み
合
っ
て
正
常
で
な
い
状
態
の
気
に
よ
っ
て
生
じ
た
「
不
正
邪
暗
」
の

鬼
神
で
あ
り
、
こ
れ
が
「
怪
（
怪
異
）」
だ
と
い
う
。
要
す
る
に
、「
怪
異
0

0

」
も0

ま
た
常
な
ら
ざ
る
道
理
で
発
生
し
た
鬼
神

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

以
外
の
何
も
の
で
も
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。

　
「
怪
異
」
が
陰
陽
二
気
に
よ
っ
て
発
生
す
る
鬼
神
で
あ
る
こ
と
は
、「
怪
異
」

も
ま
た
万
物
と
同
じ
自
然
的
な
存
在
で
あ
る
こ
と
も
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
朱

子
の
理
解
を
踏
ま
え
れ
ば
、
朱
子
学
の
影
響
を
受
け
て
い
る
『
本
草
綱
目
』
の

怪
類
は
、
不
正
の
道
理
に
よ
っ
て
発
生
し
た
も
の
（
生
類
）
＝
鬼
神
だ
と
考
え

ら
れ
る）

53
（

。

　

そ
し
て
、
こ
の
朱
子
鬼
神
論
を
羅
山
の
草
稿
本
の
和
名
に
結
び
つ
け
れ
ば
、

「
怪
異
」（
怪
類
）
＝
鬼
神
＝
カ
ミ
と
い
う
図
式
を
想
定
で
き
る
。
例
え
ば
「
山

都
」
は
「
ヤ
マ
ノ
カ
ミ
」
＝
「
山
の
鬼
神
」
の
よ
う
に
。

　

で
は
、
羅
山
は
草
稿
本
を
書
く
ま
で
に
朱
子
鬼
神
論
を
知
っ
て
い
た
の
だ

ろ
う
か
。
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）、
羅
山
は
朱
子
学
に
目
覚
め
た
と
さ
れ
る

が）
54
（

、
先
に
引
用
し
た
『
語
類
』
巻
三
を
草
稿
本
成
立
ま
で
に
読
ん
で
い
た
か
ど

う
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
羅
山
が
吉
田
玄
之

を
通
じ
て
藤
原
惺
窩
に
送
っ
た
書
簡
に
は
、
鬼
神
は
程
子
・
朱
子
以
下
『
性
理

字
義
』
や
『
性
理
大
全
』
な
ど
の
書
物
に
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
、
と
記
し

て
い
る）

55
（

。『
性
理
字
義
』
は
陳
北
渓
に
よ
る
朱
子
学
解
説
本
、『
性
理
大
全
』
は

明
の
永
楽
帝
の
命
を
受
け
た
胡
広
ら
が
編
纂
し
た
宋
・
元
時
代
の
性
理
学
説
を

集
成
し
た
書
物
で
あ
る
。
そ
の
『
性
理
大
全
』
巻
二
十
八
は
鬼
神
に
関
す
る
巻

で
あ
り
、
先
に
あ
げ
た
『
語
類
』
巻
三
の
引
用
箇
所
が
ど
ち
ら
も
載
っ
て
い
る）

56
（

。

『
性
理
大
全
』
の
名
は
、
先
に
見
た
同
年
の
読
書
目
録）

57
（

で
も
確
認
で
き
る
。
つ

ま
り
草
稿
本
成
立
以
前
に
、
羅
山
は
「
怪
異
」
に
関
す
る
言
説
を
含
む
朱
子
鬼

神
論
を
学
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
、
果
た
し
て
草
稿
本
の
カ
ミ
は
本
当
に

0

0

0

鬼
神
を
意
味
し
て
い
る
と
い

え
る
の
か
。
そ
れ
は
怪
類
に
ふ
さ
わ
し
い
和
名
と
し
て
、『
和
名
抄
』
の
生
類

に
関
す
る
部
門
で
は
な
く
鬼
神
部
の
修
飾
表
現
を
選
択
し
た
点
か
ら
、
や
は
り

カ
ミ
＝
鬼
神
と
理
解
す
る
の
が
適
当
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
草
稿
本
の
カ
ミ
は
、
伝

統
的
な
知
で
あ
る
『
和
名
抄
』
の
表
現
と
自
身
の
立
脚
す
る
儒
学
（
朱
子
学
）

の
鬼
神
論
を
複
合
さ
せ
た
名
物
だ
と
い
え
る
。
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一
│
四　

当
時
の
怪
異
認
識

　

草
稿
本
の
カ
ミ
は
、
朱
子
鬼
神
論
と
『
和
名
抄
』
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
で
は
、
こ
の
名
物
は
当
時
の
日
本
社
会
（
世
俗
）
に
お
け
る
怪
異
認
識
と

重
な
る
も
の
な
の
か
、
将
又
全
く
別
の
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

古
代
・
中
世
の
日
本
で
は
、
怪
異
は
為
政
者
に
危
機
が
訪
れ
る
前
に
神
仏
な

ど
が
「
さ
と
し
」
と
し
て
起
こ
す
不
思
議
な
現
象
を
指
し
た）

58
（

。
つ
ま
り
、
日
本

の
怪
異
は
、
も
と
も
と
神
仏
と
結
び
つ
い
た
概
念
と
し
て
定
着
し
て
い
た
の
で

あ
る
。

　

た
だ
し
、
こ
う
し
た
不
思
議
な
現
象
を
引
き
起
こ
す
原
因
が
神
仏
か
そ
れ

以
外
か
は
、
有
識
者
の
判
断
を
仰
が
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
例
と
し
て
、
羅

山
と
も
交
流
の
あ
っ
た
吉
田
神
道
の
梵
舜
の
日
記
『
舜
旧
記
』
元
和
二
年

（
一
六
一
七
）
十
二
月
十
六
日
条
を
見
て
み
る
。

津
国
高
ツ
キ
城
代
官
内
藤
紀
伊
守
娘
、
春
日
大
明
神
之
祟
、
又
野
狐
之

祟
之
由
申
来
、
予
野
狐
鎮
札
守
、
天
度
秡
百
廿
座
、
同
其
日
ヨ
リ
十
七
日
、

十
八
日
ニ
宗
源
行
事
三
座
、
予
令
レ
執‒

二

行
祈
念
一
申
、
結
願
申
調
遣
也
、

家
督
重
服
、
又
ハ
一
円
ニ
難
レ
成
故
、
予
万
端
調
遣
了）

59
（

摂
津
国
高
槻
城
代
官
内
藤
紀
伊
守
（
信
正
）
の
娘
が
祟
り
に
見
舞
わ
れ
た
時
、

そ
れ
が
春
日
大
明
神
と
野
狐
の
ど
ち
ら
に
よ
る
の
か
わ
か
ら
ず
、
梵
舜
に
よ
っ

て
野
狐
が
原
因
だ
と
判
じ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
祟
り
と
い
う
現
象
面
か
ら
で
は
、

春
日
大
明
神
も
野
狐
も
差
違
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
不
思
議
な
現

象
を
引
き
起
こ
す
主
体
と
し
て
、
神
仏
と
そ
れ
以
外
（
野
狐
の
よ
う
な
獣
）
と

の
境
界
は
当
時
甚
だ
希
薄
だ
っ
た
と
い
え
る
。

　

で
は
、
祟
り
を
な
す
野
狐
の
よ
う
に
、
獣
と
怪
異
は
一
体
ど
の
よ
う
な
関
係

性
に
あ
っ
た
の
か
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
の
が
、
当
時
通
用
し
て
い
た
通
俗
語

辞
書
『
節
用
集
』
の
分
類
で
あ
る
。
辞
書
で
あ
る
『
節
用
集
』
は
当
時
の
一
定

の
秩
序
で
体
系
化
さ
れ
た
知
識
、
つ
ま
り
常
識
を
知
る
た
め
の
好
例
で
あ
り
、

当
時
の
怪
異
認
識
を
具
体
的
に
表
す
も
の
と
考
え
る
。

　

慶
長
期
以
前
の
『
節
用
集
』
を
見
る
と
、
多
く
の
諸
本
で
生
類
（
禽
獣
虫

魚
）
が
分
類
さ
れ
る
気
形
門
（
畜
類
門
）
に
「
妖よ

う

怪く
わ
い」「

妖ば

け化
物も

の
（
術
物
）」
の

語
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る）

60
（

。
特
に
「
妖
怪
」
は
、
必
ず
「
化
生
物
也
」
の

説
明
が
あ
り
、
化
生
と
い
う
仏
教
的
生
類
観
と
関
係
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
「
鬼
」
や
「
樹こ

だ
ま神

（
魍
）」
を
気
形
門
に
分
類
す
る
諸
本
も
あ
る）

61
（

。
そ
し

て
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
刊
の
易
林
本
で
は
、
こ
れ
以
降
の
刊
本
に
見
ら
れ

る
「
魅

い
え
の
か
み」「

魎
い
し
の
す
だ
ま」

と
い
う
語
が
気
形
門
に
載
る
。
そ
し
て
草
稿
本
「
封
」
の

和
名
「
カ
ワ
ラ
ウ
」
も
「
獺　

老
成
二
河
童
一
」
の
「
河
童
」
の
読
み
と
し
て

確
認
で
き
る）

62
（

。
こ
れ
ら
は
、『
本
草
綱
目
』
の
獣
部
に
怪
類
が
分
類
さ
れ
て
い

る
こ
と
と
類
似
し
て
い
る）

63
（

。

　

以
上
、
草
稿
本
の
カ
ミ
の
名
物
と
当
時
の
世
俗
に
お
け
る
怪
異
認
識
は
、
見

た
目
で
は
非
常
に
似
通
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
カ
ミ
は
『
和
名
抄
』

と
朱
子
学
の
複
合
の
産
物
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
そ
の
内
実
に
は
大
き
な
差
異
が
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あ
っ
た
。
こ
う
し
た
一
見
世
俗
の
認
識
と
重
な
る
よ
う
に
見
え
て
も
、
実
質
に

違
い
が
あ
る
点
は
、
俗
に
従
い
な
が
ら
も
自
身
の
学
知
を
浸
透
さ
せ
よ
う
と
す

る
「
従
俗
の
論
理
」
に
則
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
草
稿
本
は
あ
く
ま
で
も
写
本
と
い
う
閉
ざ
さ
れ
た
知
で
あ
り
、
こ

の
名
物
の
解
説
を
羅
山
に
直
接
し
て
も
ら
う
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
に
注

意
し
た
い
。

第
二
章　

刊
本
の
検
討

　

二
│
一　

理
当
心
地
神
道

　

本
章
で
は
、
寛
永
期
の
刊
本
の
問
題
、
つ
ま
り
草
稿
本
の
カ
ミ
が
ほ
と
ん
ど

削
除
さ
れ
た
問
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

先
述
の
通
り
、
羅
山
は
寛
永
期
に
理
当
心
地
神
道
と
呼
ば
れ
る
独
自
の
神
道

を
体
系
化
し
た
。
結
論
か
ら
い
え
ば
、
や
は
り
こ
の
理
当
心
地
神
道
が
カ
ミ
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

和
名
削
除
に
大
き
く
影
響
し
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
本
論
と
関

係
す
る
理
当
心
地
神
道
の
特
徴
、
朱
子
学
と
の
差
異
と
成
立
時
期
に
つ
い
て
押

さ
え
る
こ
と
に
す
る
。

　

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
理
当
心
地
神
道
は
神
儒
一
致
論
で
説
か
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
基
本
的
に
気
で
語
ら
れ
る
朱
子
鬼
神
論
に
対
し
て）

64
（

、
理
当
心
地

神
道
の
神
は
気
だ
け
で
は
な
く
理
で
も
説
明
さ
れ
る
、
き
わ
め
て
両
義
的
な
位

置
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る）

65
（

。
高
橋
美
由
紀
氏
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
「
神
の
超

越
性
・
自
立
性
を
中
核
と
す
る
神
道
の
立
場
を
認
め
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
こ
の

朱
子
学
の
理
気
論
に
よ
っ
て
神
道
を
説
明
す
る
こ
と
は
あ
る
程
度
は
可
能
で

あ
っ
て
も
、
根
本
的
な
と
こ
ろ
で
両
者
は
齟
齬
を
き
た
す
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ

う）
66
（

」
と
、
神
道
の
立
場
を
と
る
が
故
に
生
じ
る
齟
齬
だ
と
指
摘
す
る
。
要
す
る

に
、
理
当
心
地
神
道
は
朱
子
鬼
神
論
と
は
異
な
る
か
み
4

4

を
説
こ
う
と
し
て
い
た

こ
と
に
な
る
。

　

次
に
成
立
時
期
だ
が
、
羅
山
の
神
道
へ
の
関
心
は
、
彼
が
建
仁
寺
に
い
た
頃

（
一
五
九
五
〜
九
七
）
ま
で
遡
る
。
そ
こ
で
羅
山
は
、
清
家
学
（
儒
学
）
や
吉
田

神
道
の
基
礎
的
な
知
識
を
修
得
し
、
神
道
や
神
祇
信
仰
へ
の
興
味
か
ら
、
後
年

吉
田
家
・
清
原
家
の
流
れ
を
汲
む
梵
舜
や
舟
橋
秀
賢
と
交
流
を
持
っ
た）

67
（

。

　

慶
長
期
に
は
既
に
神
儒
一
致
の
思
想
が
芽
生
え
、「
我
が
朝
は
神
国
な
り
、

神
道
は
乃
ち
王
道
な
り
、
一
た
び
仏
法
興
行
に
よ
り
後
、
王
道
神
道
都
て
擺
却

し
去
る）

68
（

」
と
、
神
道
と
儒
学
の
王
道
を
一
致
さ
せ
た
主
張
を
し
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
の
時
期
は
、『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
と
儒
学
書
『
太
極
図
説
』
の
関
係

に
つ
い
て
「
未
レ
知
」
と
羅
山
は
答
え
ら
れ
て
い
な
い）

69
（

。
つ
ま
り
慶
長
期
、
羅

山
の
神
儒
一
致
論
は
、
理
論
的
に
は
ま
だ
不
完
全
だ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

そ
れ
が
寛
永
期
の
随
筆
で
は
、

○
『
日
本
書
紀
』
三
十
巻
は
一
月
の
日
数
に
象
る
な
り
、
神
代
上
下
は
天
地

に
象
る
な
り
、
人
皇
二
十
八
巻
は
二
十
八
宿
に
象
る
な
り）

70
（
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　林羅山によるかみ
4 4

の名物

○
三
種
神
器
、
璽
は
仁
に
象
る
な
り
、
剣
は
勇
に
象
る
な
り
、
鏡
は
智
に
象

る
な
り
、
本
此
三
徳
を
具
う
る
は
神
明
な
り
、
夫
れ
必心

か

は
神
明
の
舎
な
り
、

既
に
三
徳
を
具
う
る
と
き
は
則
ち
神
豈
に
遠
か
ら
ん
や
、
方
寸
の
間
厳
然

粛
爾
、
吁
敬
せ
ず
ん
ば
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
、
聖
人
神
道
を
設
け
、
以

て
人
に
教
う
る
こ
と
、
此
を
以
て
の
故
な
り
、
若
し
夫
れ
器
者
、
多
く
人

為
よ
り
出
づ
、
故
に
禹
王
の
九
鼎
と
雖
も
亦
然
り
、
我
が
朝
三
神
器
は
自

然
の
天
成
に
し
て
、
人
為
を
仮
ら
ず
、
是
も
亦
以
て
有
る
か
な
、
貴
べ
く

敬
す
べ
し）

71
（

と
あ
る
よ
う
に
、『
日
本
書
紀
』
の
意
義
や
三
種
の
神
器
の
意
味
な
ど
を
儒
学

の
理
論
と
結
び
つ
け
て
説
明
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
慶
長
期
は
不
完
全
だ
っ
た

羅
山
の
神
道
説
は
、
寛
永
期
に
は
羅
山
な
り
の
整
序
、
体
系
化
が
な
さ
れ
て
い

た
こ
と
に
な
る
。

　

二
│
二　

刊
本
と
理
当
心
地
神
道
の
関
係

　

前
節
で
理
当
心
地
神
道
の
特
徴
と
し
て
、
朱
子
鬼
神
論
と
異
な
る
か
み
4

4

を
説

い
て
い
る
こ
と
、
慶
長
期
で
は
不
完
全
だ
っ
た
理
論
が
寛
永
頃
に
は
体
系
化
さ

れ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
で
は
、
刊
本
の
カ
ミ
の
和
名
が
ほ
と
ん
ど
削
除
さ
れ

た
こ
と
に
、
理
当
心
地
神
道
は
ど
う
関
わ
る
の
か
。

　

ほ
と
ん
ど

0

0

0

0

と
し
た
の
は
、
カ
ミ
の
和
名
が
完
全
に
無
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な

い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
削
除
さ
れ
た
カ
ミ
・
残
さ
れ
た
カ
ミ
と
い
う
視
角

か
ら
分
析
を
行
う
。

　

ま
ず
削
除
さ
れ
た
カ
ミ
で
『
和
名
抄
』
と
の
関
係
が
窺
え
る
「
山
都
」、『
和

名
抄
』
を
あ
ま
り
参
考
に
し
て
い
な
い
が
『
和
名
抄
』
に
同
じ
項
目
が
載
る

「
罔
両
（
魍
魎
）」
を
、『
本
草
綱
目
』『
和
名
抄
』
の
順
番
で
並
べ
て
み
る
。

○
山
都

『
本
草
綱
目
』

【
時
珍
曰
】
任
昉
『
述
異
記
』
に
云
く
、「
南①

康
に
神
有
り
て
山
都
と
曰
う
、

形
は
人
の
如
く
、
長
さ
二
丈
余
、
色
黒
く
、
目
赤
く
、
髪
黄
に
し
て
、
深

山
の
樹
中
に
窠
を
作
る
（
後
略）

72
（

）」

『
和
名
抄
』

山
神　

内
典
云
、
山
神
和
名
夜や

ま

の

か

み

萬
乃
加
美
、
日
本
紀
云
、
山
祇）

73
（

○
罔
両

『
本
草
綱
目
』

罔
両
﹇
綱
目
﹈

集
解
【
時
珍
曰
】
罔
両
は
一
に
魍
魎
と
作
し
、
又
方
良
と
作
す
、『
周
礼
』

に
「
方
相
氏
戈
を
執
り
壙
に
入
り
て
以
て
方
良
を
駆
る
」
と
は
是
な
り
、

罔②

両
好
ん
で
亡
者
の
肝
を
食
ら
う
、
故
に
之
を
駆
る
（
中
略
）『
国
語
』

に
云
う
「
木③

石
の
怪
を
夔
・
罔
両
、
水
石
の
怪
を
龍
・
罔
象
」
と
は
、
即

ち
此
な
り）

74
（
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『
和
名
抄
』

魍
魎　

左
伝
注
云
、
魍
魎
、
罔
両
二
反
、
日
本
紀
云
、
和
名
美み

つ

は
豆
波
、
水

神
也）

75
（

「
ヤ
マ
ノ
カ
ミ
」
の
山
都
は
、
傍
線
①
の
よ
う
に
南
康
に
い
る
「
神
」
で
あ
る
。

こ
れ
は
『
本
草
綱
目
』
で
唯
一
「
神
」
の
語
が
あ
る
怪
類
で
、
た
と
え
朱
子

鬼
神
論
や
『
和
名
抄
』
に
当
て
嵌
め
な
く
て
も
カ
ミ
と
い
う
直
訳
が
可
能
で
あ

る
。
し
か
し
『
和
名
抄
』
で
「
夜や

ま

の

か

み

萬
乃
加
美
」
に
該
当
す
る
の
は
、『
日
本
書

紀
』
の
「
山
祇
」
で
あ
る
。
罔
両
（
魍
魎
）
は
、
最
終
的
に
傍
線
②
「
好
食
亡

者
肝
」
か
ら
「
き
も
く
い
お
に
」
の
方
を
、
刊
本
で
は
選
択
す
る
。「
イ
シ
ノ

カ
ミ
」
の
和
名
に
つ
い
て
は
、
前
章
で
傍
線
③
を
引
用
し
て
考
え
た
が
、『
和

名
抄
』
の
「
魍
魎
」
は
『
日
本
書
紀
』
の
水
神
罔み

ず
は
の
め

象
女
を
意
味
し
た
。

　

次
に
刊
本
に
見
ら
れ
る
カ
ミ
、「
旱ひ

で
り
か
み魃

」
を
見
て
み
る
。
こ
れ
は
草
稿
本
に

は
な
い
カ
ミ
で
、
古
活
字
本
か
ら
新
た
に
追
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る）

76
（

。
こ
の
和

名
も
『
和
名
抄
』
の
、

旱
魃　

孫
愐
切
韻
云
、
魃
歩
末
反
、
和
名
比ひ

て

り

の

か

み

天
利
乃
加
美
、
旱
神
也）

77
（

に
由
来
し
て
い
る
が
、
前
の
二
つ
と
何
処
に
違
い
が
あ
る
の
か
と
い
え
ば
、

『
日
本
書
紀
』
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
彭
侯
（
樹
神
）
に
つ

い
て
も
、
先
に
見
た
「
樹
神　

文
選
蕪
城
賦
云
、
木
魅
山
鬼
、
今
案
木
魅
即
樹

神
也
、
和
名
古
多
万
」
の
よ
う
に
、
や
は
り
『
日
本
書
紀
』
は
引
用
さ
れ
て
お

ら
ず
、『
和
名
抄
』
に
即
し
た
「
こ
た
ま
」
が
採
用
さ
れ
て
い
る）

78
（

。

　

以
上
、
羅
山
が
カ
ミ
の
和
名
削
除
で
拘
泥
し
て
い
た
の
は
、『
和
名
抄
』
で

は
な
く
、
そ
こ
で
引
用
さ
れ
て
い
る
『
日
本
書
紀

0

0

0

0

』
で
あ
る
ら
し
い
こ
と
が
浮

か
び
上
が
っ
て
く
る
。
何
故
『
日
本
書
紀
』
に
抵
触
し
て
い
る
項
目
は
除
外
さ

れ
た
の
か
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
理
当
心
地
神
道
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
も
そ
も
理
当
心
地
神
道
の
目
的
は
、
神
儒
一
致
に
よ
っ
て
神
仏
習
合
思
想

を
排
除
し
、「
国
家
上
古
の
淳
直
に
復
し
、
民
俗
内
外
の
清
浄
を
致
さ
ん）

79
（

」
と

す
る
こ
と
で
あ
り
、『
日
本
書
紀
』
は
神
仏
習
合
よ
り
前
の
「
上
古
之
淳
直
」

に
回
帰
す
る
た
め
の
重
要
な
書
籍
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る）

80
（

。
そ
し
て
神

は
「
我
国
造
化
之
迹
、
五
行
之
秀
、
山
川
之
精
、
祭
祀
之
霊）

81
（

」
と
、
朱
子
鬼
神

論
的
に
表
現
さ
れ
る
「
正
理
（
常
ノ
理）

82
（

）」
で
あ
り
、
ま
た
人
の
「
心
き
よ
き

は
神
の
ま
し
ま
す）

83
（

」
よ
う
に
、
民
俗
の
「
内
外
之
清
浄
」
に
寄
与
す
る
「
天
地

ノ
根
、
万
物
ノ
霊）

84
（

」
と
理
解
さ
れ
た
。

　

つ
ま
り
理
当
心
地
神
道
の
神
と
は
、
記
紀
神
話
の
神
に
代
表
さ
れ
る
正
当
な

理
で
発
生
し
た
鬼
神
（
天
神
地
祇
）
あ
る
い
は
理
そ
の
も
の
、
言
い
換
え
れ
ば
、

気
と
理
の
両
面
性
を
も
っ
た
清
浄
か
つ
正
常
な
存
在
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

水
神
の
罔
象
女
は
、
理
当
心
地
神
道
で
は
「
五
行
の
神
」
の
一
柱
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ）

85
（

、
神
儒
一
致
を
重
視
す
る
『
神
社
考
』
で
は
、
白
山
や
日
吉
な
ど
多

く
の
山
の
神
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

一
方
の
怪
類
（「
怪
異
」）
は
、
朱
子
鬼
神
論
で
は
不
正
の
理
で
発
生
し
た
異
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常
な
存
在
で
あ
り
、
羅
山
に
と
っ
て
教
化
す
べ
き
俗
の
領
域
に
属
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
清
浄
か
つ
正
常
で
あ
る
こ
と
を
第
一
義
と
す
る
理
当
心
地
神
道
に
は
、

「
怪
異
」
が
説
か
れ
る
余
地
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
怪
異
」
を

容
認
し
、
自
身
の
鬼
神
論
＝
気
論
に
取
り
込
ん
だ
朱
子
と
は
異
な
り
、
理
当
心

地
神
道
に
お
い
て
羅
山
は
「
怪
異
」
を
排
除
す
る
方
を
選
択
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

結
論
と
し
て
、
刊
本
の
カ
ミ
の
削
除
は
、『
本
草
綱
目
』
の
怪
類
（「
怪
異
」）

と
理
当
心
地
神
道
の
神
が
、
山
の
カ
ミ
│
山
都
│
山
祇
あ
る
い
は
石
の
カ
ミ
│

罔
両
│
罔
象
女
│
水
の
神
の
よ
う
に
連
関
す
る
可
能
性
を
断
ち
切
る
た
め
の
措

置
だ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
こ
か
ら
は
、
自
身
が
体
系
化
し
た
理
当
心
地
神
道
の

清
浄
か
つ
正
常
な
神
か
ら
、
俗
の
領
域
た
る
「
怪
異
」
を
峻
別
す
る
羅
山
の
姿

勢
が
窺
え
る）

86
（

。

　

閉
鎖
さ
れ
た
知
（
草
稿
本
）
の
カ
ミ
は
、
世
俗
の
怪
異
認
識
と
内
実
で
は
異

な
る
も
の
の
、
表
面
上
は
類
似
し
て
い
た
。
し
か
し
開
放
さ
れ
た
知
（
刊
本
）

で
は
、
理
当
心
地
神
道
に
よ
っ
て
羅
山
と
世
俗
の
間
に
大
き
な
溝
が
開
い
て
い

た
。
換
言
す
れ
ば
、
草
稿
本
は
「
従
俗
の
論
理
」
が
強
く
働
い
て
い
た
の
に
対

し
、
刊
本
は
理
当
心
地
神
道
を
重
視
し
た
た
め
、
世
俗
と
乖
離
し
て
し
ま
っ

た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、「
怪
異
」
に
関
す
る
従
俗
教
化
の
内
容
に
変
化
が

あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
変
化
に
は
、
寛
永
期
の
幕
府
内
で
の
地
位

向
上
に
よ
っ
て
発
言
力
が
高
ま
っ
た
と
い
う
、
慶
長
期
の
政
治
思
想
的
挫
折
時

と
は
異
な
る
状
況
下
に
羅
山
が
い
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い）

87
（

。

　

ま
た
刊
本
の
措
置
は
、
出
版
物
と
い
う
不
特
定
多
数
の
読
者
が
存
在
す
る

媒
体
（
開
放
さ
れ
た
知
）
に
対
す
る
警
戒
、
と
い
う
見
方
も
で
き
る
。
朱
子
は
、

鬼
神
の
道
理
は
聖
人
が
言
い
が
た
し
と
す
る
程
に
難
解
な
も
の
と
し）

88
（

、
羅
山
も

「
凡
そ
天
地
造
化
の
迹
、
苟
も
理
を
以
て
之
を
推
さ
ず
ん
ば
、
必
ず
幻
怪
偽
誕

の
説
に
入
り
て
、
終
に
明
ら
か
な
る
こ
と
能
わ
ず）

89
（

」
と
、
鬼
神
の
道
理
理
解
の

重
要
性
を
主
張
す
る
。
怪
力
乱
神
を
語
る
際
に
は
訓
戒
や
道
理
を
語
る
必
要
が

あ
る
と
い
う
羅
山
の
姿
勢
に
対
し
、
基
本
的
に
漢
語
と
そ
れ
に
相
当
す
る
和
語

の
み
を
記
す
『
多
識
編
』
の
体
裁
で
は
、
カ
ミ
に
関
す
る
説
明
が
不
十
分
に
な

る
こ
と
は
否
め
な
い
。
有
道
の
者
が
必
ず
し
も
読
者
と
は
な
ら
な
い
刊
本
で
あ

る
以
上
、
読
者
が
「
幻
怪
偽
誕
之
説
」
に
入
ら
ぬ
よ
う
に
、
カ
ミ
を
削
除
す
る

手
段
が
執
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
そ
れ
は
逆
説
的
な
「
従
俗
の
論
理
」

と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
）。

　

そ
し
て
カ
ミ
の
削
除
は
、
結
果
的
に
怪
類
の
和
名
と
し
て
「
彭こ

だ
ま侯

」「
罔

き
も
く
い
お
に

両
」

「
封

が
わ
た
ら
う」

と
い
っ
た
、
で
き
る
だ
け
カ
ミ
を
使
わ
ず
に
名
前
か
ら
そ
の
属
性
が
判

明
す
る
、
い
わ
ゆ
る
名
詮
自
性
的
な
名
称
を
選
択
し
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、『
多
識
編
』
の
草
稿
本
と
刊
本
に
お
け
る
か
み
4

4

の
名
物
の
比
較
か
ら

明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、『
和
名
抄
』
の
伝
統
と
朱
子
学
の
論
理
に
よ
る
も
の

か
ら
理
当
心
地
神
道
の
影
響
を
受
け
た
も
の
へ
、
と
い
う
思
想
の
変
化
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
他
者
（
俗
）
へ
教
化
を
行
う
内
容
に
も
変
化
を
及
ぼ
し
て
い
た
こ
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註（
１
）  

肥
後
和
男
「
林
羅
山
の
神
道
思
想
」『
史
潮
』
四
│
二
、
一
九
三
四
、
平
重
道

「
近
世
の
神
道
思
想
」『
日
本
思
想
大
系
』
三
十
九
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
、
今
中

寛
司
「
清
家
神
道
か
ら
理
当
心
地
神
道
へ
」『
季
刊
日
本
思
想
史
』
五
、
一
九
七
七
、

高
橋
美
由
紀
「
林
羅
山
の
神
道
思
想
」『
季
刊
日
本
思
想
史
』
五
、
一
九
七
七
、
安

蘇
谷
正
彦
「
林
羅
山
の
神
道
思
想
形
成
に
つ
い
て

―
神
道
志
向
の
要
因
を
め
ぐ
っ

て
」『
神
道
宗
教
』
一
五
六
、
一
九
九
四
、
玉
懸
博
之
「
林
羅
山
の
神
道
に
お
け
る

「
伝
統
」
と
「
外
来
」

―
鬼
神
の
観
念
を
め
ぐ
っ
て
」
日
本
文
芸
研
究
会
編
『
伝

統
と
変
容

―
日
本
の
文
芸
・
言
語
・
思
想
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
〇
な
ど
。

（
２
）  

最
近
の
神
道
思
想
に
関
す
る
研
究
動
向
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
聡
『
神
道
と
は
何

か
』
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
二
を
参
照
の
こ
と
。

（
３
）  

金
谷
治
訳
注
『
論
語
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
三
、
一
三
九
頁
。
以
下
、
引
用
史
料

に
つ
い
て
は
、
今
後
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
読
点
・
傍
線
・
ル
ビ
・
訓
点
・
丸
括
弧

内
の
説
明
は
、
筆
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
初
出
の
漢
文
史
料
は
基
本
的
に
本

文
で
は
現
代
仮
名
遣
い
で
書
き
下
し
、
註
に
原
文
を
記
す
。

（
４
）  

以
下
、
儒
学
で
説
か
れ
る
概
念
と
し
て
の
怪
異
（
狭
義
の
怪
異
）
は
「
怪
異
」、

広
義
の
あ
や
し
い
物
事
全
般
を
指
す
場
合
は
、
単
に
怪
異
と
表
現
す
る
。

（
５
）  
京
都
史
蹟
会
編
『
林
羅
山
詩
集
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
七
九
、
以
下
『
詩
集
』

と
略
記
）
附
録
「
羅
山
林
先
生
年
譜
」（
以
下
「
年
譜
」
と
略
記
）、
十
一
頁
。
ま

と
を
意
味
す
る
。
ま
た
『
多
識
編
』
の
和
名
の
変
化
を
通
じ
て
、
た
と
え
名
称

だ
け
で
も
、
そ
こ
に
は
羅
山
の
知
が
強
く
反
映
、
つ
ま
り
本
草
学
書
に
お
け
る

思
想
の
内
在
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
し
て
『
多
識
編
』
の
名
物
で
草
稿
本
・
刊
本
の
ど
ち
ら
に
も
い
え
る
こ
と

は
、
こ
れ
が
羅
山
的
儒
学
に
よ
る
日
本
の
知
識
体
系
の
独
自
解
釈
で
あ
り
、
た

と
え
政
治
思
想
的
挫
折
を
経
験
し
た
と
し
て
も
、
社
会
を
自
身
の
学
知
に
よ
っ

て
教
え
導
こ
う
と
す
る
姿
勢
が
前
提
に
あ
っ
て
こ
そ
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
で
あ
っ

た
こ
と
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
理
当
心
地
神
道
と
『
多
識
編
』
の
そ
の
後
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。

理
当
心
地
神
道
は
も
と
も
と
主
著
の
多
く
が
写
本
で
の
み
伝
わ
っ
た
た
め
か）

90
（

、

結
局
羅
山
死
後
相
承
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
だ
し
理
当
心
地
神
道
に
つ

い
て
部
分
的
に
触
れ
て
い
る
『
神
社
考
』
は
刊
行
さ
れ
、
広
く
受
用
さ
れ
た
。

　

一
方
の
刊
本
『
多
識
編
』
は
、
神
道
思
想
と
は
関
係
な
く
、『
和
名
抄
』
と

と
も
に
本
草
学
（
名
物
学
）
の
基
本
文
献
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
っ
た
。
例

え
ば
、
貝
原
益
軒
『
大
和
本
草
』（
一
七
〇
九
年
成
立
、
一
七
一
五
年
刊
行
）
の

獣
部
に
見
え
る
「
河
童
」
は
、
刊
本
『
多
識
編
』
の
「
封　

が
わ
た
ら
う
」
の

影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る）

91
（

。
一
方
、
仏
教
の
唱
導
説
話
の
流
れ
を
汲
む
怪
談

文
芸
『
奇
異
雑
談
集
』
は
、『
多
識
編
』
な
ど
羅
山
の
知
識
を
利
用
し
て
い
た）

92
（

。

こ
れ
ら
は
羅
山
の
学
知
が
広
く
世
間
に
浸
透
し
て
い
る
こ
と
（
従
俗
教
化
の
成

果
）
を
意
味
す
る
一
方
で
、
羅
山
の
思
惑
を
超
え
、
怪
異
や
仏
教
す
な
わ
ち
俗

が
彼
の
学
知
を
自
ら
の
権
威
付
け
と
し
て
取
り
込
ん
で
活
用
し
た
こ
と
、
い
わ

ば
羅
山
の
学
知
と
俗
の
緊
張
関
係
を
示
し
て
い
る）

93
（

。

　

幕
府
内
で
思
想
的
挫
折
を
経
験
し
た
羅
山
は
、「
従
俗
の
論
理
」
を
獲
得
し

従
俗
教
化
に
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
結
果
的
に
多
く
の
著
述
を
記
す
こ

と
に
な
り
、
羅
山
の
知
は
少
し
ず
つ
近
世
文
化
に
浸
透
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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た
、
徳
川
家
康
が
医
薬
に
関
す
る
諮
問
を
羅
山
に
行
っ
た
（「
年
譜
」
慶
長
十
七
年
、

十
六
頁
）
こ
と
か
ら
、
羅
山
自
身
、
本
草
学
（
薬
学
）
の
専
門
的
知
識
を
持
っ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
６
）  

若
尾
政
希
「
享
保
〜
天
明
期
の
社
会
と
文
化
」
大
石
学
編
『
日
本
の
時
代
史
』

十
六
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
、
二
九
四
頁
。
ま
た
名
物
（
学
）
も
儒
学
の
「
正

名
」
思
想
と
強
い
関
わ
り
を
も
っ
て
い
る
（
西
村
三
郎
『
文
明
の
な
か
の
博
物
学

―
西
欧
と
日
本
』
上
、
紀
伊
国
屋
書
店
、
一
九
九
九
、
一
一
〇
│
一
一
二
、

三
四
三
頁
）。

（
７
）  

『
多
識
編
』
と
い
う
書
名
も
、『
論
語
』
陽
貨
篇
の
「
子
曰
、
小
子
何
莫
レ
学
二
夫

詩
一
、
詩
可
二
以
興
一
、
可
二
以
観
一
、
可
二
以
群
一
、
可
二
以
怨
一
、
邇
レ
之
事
レ
父
、
遠
レ

之
事
レ
君
、
多
識
二
於
鳥
獣
草
木
之
名
一
」（『
論
語
』
三
五
〇
頁
）
に
由
来
し
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
杉
本
つ
と
む
氏
は
、『
詩
経
多
識
編
』
と
い
う
唐
本
の
存
在
を
指
摘

し
、『
多
識
編
』
と
い
う
名
称
が
必
ず
し
も
『
論
語
』
に
由
来
し
な
い
こ
と
を
指
摘

す
る
（
杉
本
つ
と
む
「
林
羅
山
『
多
識
編
』
と
和
名
・
民
俗
の
研
究
」『
杉
本
つ
と

む
日
本
語
講
座
』
二
、
桜
楓
社
、
一
九
七
九
、
六
八
│
六
九
頁
）。
し
か
し
、
杉
本

氏
自
身
『
詩
経
多
識
編
』
が
『
論
語
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
言
及
し
て
い

る
た
め
、
や
は
り
『
多
識
編
』
の
名
は
直
接
間
接
関
わ
ら
ず
『
論
語
』（
儒
学
）
の

影
響
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
８
）  

磯
野
直
秀
『
日
本
博
物
誌
総
合
年
表
』
平
凡
社
、
二
〇
一
二
、
総
合
年
表
編

一
一
六
頁
。

（
９
）  

『
多
識
編
』
の
内
容
に
踏
み
込
ん
だ
数
少
な
い
研
究
と
し
て
、
註
（
７
）
杉
本
氏

論
文
が
あ
る
。

（
10
）  

小
林
祥
次
郎
「
林
羅
山
と
本
草
学

―
「
多
識
編
」
の
た
め
に
」『
小
山
工
業
高

等
専
門
学
校
研
究
紀
要
』
七
、
一
九
七
五
、
中
田
祝
夫
・
小
林
祥
次
郎
『
多
識
編
自

筆
稿
本
刊
本
三
種
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』
勉
誠
社
、
一
九
七
七
。

（
11
）  

「
壬
子
之
歳
（
一
六
一
二
）、
抜‒

二

写
本
艸
綱
目
一
而
、
附
レ
以
二
国
訓
一
、
鳥
獣
艸

木
之
名
不
レ
在
レ
茲
乎
、
因
以
命
名
」（
京
都
史
蹟
会
編
『
林
羅
山
文
集
』（
ぺ
り
か

ん
社
、
一
九
七
九
）
巻
五
十
五
、
六
四
五
頁
）。
以
下
『
羅
浮
渉
猟
抄
多
識
編
』
の

引
用
は
、
註
（
10
）
中
田
・
小
林
編
著
「
影
印
篇
」
に
よ
る
。
し
か
し
こ
の
影
印
本

で
は
、
跋
文
が
巻
頭
に
き
て
い
る
。

（
12
）  

尾
崎
雅
嘉
『
群
書
一
覧
』（
享
和
二
年
刊
、
関
西
学
院
大
学
所
蔵
本
）
巻
之
二
に
、

「
羅
浮
渉
猟
抄
多
識
篇　

写
本
一
巻　

同
上
（
林
羅
山
）　

此
書
ハ
印
本
の
草
稿
と
見

え
て
和
訓
の
み
を
し
る
せ
り
、
巻
末
に
壬
子
之
歳
抜‒

二

写
本
艸
綱
目
一
而
、
附
レ
以
二

国
訓
一
、
鳥
獣
艸
木
之
名
不
レ
在
レ
茲
乎
、
因
以
命
名
、
云
々
」
と
あ
る
。

（
13
）  

刊
本
は
、
い
ず
れ
も
註
（
10
）
中
田
・
小
林
編
著
「
影
印
篇
」
に
よ
る
。
後
年
、

整
版
本
を
さ
ら
に
増
補
し
た
『
改
正
増
補
多
識
編
』
が
刊
行
さ
れ
た
（
刊
年
不
明
）。

し
か
し
後
で
扱
う
怪
類
の
和
名
の
増
補
は
な
い
の
で
、
本
論
で
は
扱
わ
な
い
。

（
14
）  

橋
口
侯
之
介
『
和
本
入
門
』
平
凡
社
、
二
〇
一
一
、
六
二
頁
。

（
15
）  

同
右
、
六
二
│
六
三
頁
。
な
お
、
黒
住
真
氏
は
、
儒
者
の
第
一
の
社
会
的
権
能
と

し
て
漢
文
の
解
読
や
弄
筆
で
き
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
（「
儒
学
と
近
世
日
本
社
会
」

『
岩
波
講
座
日
本
通
史
』
十
三
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
、
二
七
〇
頁
）。

（
16
）  

閉
鎖
系
の
「
知
」・
開
放
系
の
「
知
」
と
い
う
視
点
は
、
藤
實
久
美
子
『
近
世
書

籍
文
化
論
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
、
二
九
五
―
三
〇
一
頁
を
参
考
に
し
て
い
る
。

（
17
）  

『
本
草
綱
目
』
四
、
商
務
印
書
館
、
一
九
七
四
、
七
八
頁
。
以
下
『
本
草
綱
目
』

の
引
用
は
こ
れ
に
よ
る
。
な
お
「
治
鳥
」
は
、
巻
四
十
九
の
禽
部
に
も
項
目
が
あ
り

（
草
稿
本
二
三
頁
）、『
多
識
編
』
で
も
鳥
と
し
て
禽
部
で
扱
っ
て
い
る
た
め
、
本
論

で
は
除
外
す
る
。

（
18
）  

拙
稿
「
林
羅
山
と
怪
異
」
東
ア
ジ
ア
恠
異
学
会
編
『
怪
異
学
の
技
法
』
臨
川
書
店
、

二
〇
〇
三
。

（
19
）  
「
当
レ
言
無
レ
不
レ
言
、
当
レ
断
無
レ
不
レ
断
、
是
以
春
秋
書
二
災
異
戦
伐
一
、
易
礼
論
二

鬼
神
一
、
不
レ
得
レ
已
而
及
レ
之
則
必
有
二
訓
戒
一
焉
、
於
レ
神
則
論
二
其
理
一
、
以
解
二
当

世
之
惑
一
、
非
レ
若
二
世
人
之
徒
語
而
、
反
以
惑
一レ
人
也
、
然
其
及
レ
之
亦
鮮
矣
」（『
文

集
』
七
八
八
│
七
八
九
頁
）。

（
20
）  

「
俗
所
謂
二
十
有
四
孝
者
、
嘉
レ
語
二
怪
異
一
、
寔
非
二
有
道
之
者
所
一レ
述
也
。
昔
程
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夫
子
謂
、
十
哲
者
世
俗
之
論
也
、
余
於
二
二
十
四
孝
一
亦
云
」（『
文
集
』
巻
六
十
五

―
六
十
五
、
八
〇
〇
頁
）。

（
21
）  
衣
笠
安
喜
「
近
世
儒
者
の
「
風
俗
」
観
」『
思
想
史
と
文
化
史
の
間

―
東
ア
ジ

ア
・
日
本
・
京
都
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
四
、
二
五
二
頁
。

（
22
）  

吉
川
幸
次
郎
「「
俗
」
の
歴
史
」『
吉
川
幸
次
郎
全
集
』
二
、
筑
摩
書
房
、

一
九
六
八
、
二
四
七
―
二
四
九
頁
。

（
23
）  

『
野
槌
』
第
一
五
五
段
「
真
俗
」
註
。『
野
槌
』
は
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
羅
山
自

筆
本
（
特
一
一
九
│
〇
〇
〇
一
）
に
よ
る
。

（
24
）  

「
世
俗
所
レ
称
、
有
二
可
レ
信
者
一
、
有
二
可
レ
疑
者
一
、
有
二
可
レ
排
者
一
」（『
神
社

考
』
下
巻
「
厩
戸
皇
子
」『
神
道
大
系　

論
説
編
二
〇　

藤
原
惺
窩
・
林
羅
山
』
神

道
大
系
編
纂
会
、
一
九
八
八
、
二
一
〇
頁
）。
こ
の
一
文
は
『
朱
子
語
類
』（
以

下
『
語
類
』
と
略
記
）
巻
六
十
三
の
「
問
、
世
俗
所
謂
物
怪
神
姦
之
説
、
則
如
何

断
、
曰
、
世
俗
大
抵
十
分
有
二
八
分
是
胡
説
一
、
二
分
亦
有
二
此
理
一
」、
世
俗
の
「
物

怪
神
姦
之
説
」
に
関
す
る
意
見
を
求
め
ら
れ
た
の
に
対
し
、
朱
子
は
世
俗
の
八
分
は

胡
散
な
説
で
二
分
は
道
理
だ
と
答
え
た
問
答
を
受
け
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

『
語
類
』
は
、『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
七
〇
〇
巻
・
七
〇
一
巻
、
臺
灣
商
務
印
書
館
、

一
九
八
四
に
よ
る
（
七
〇
一
巻
二
七
一
頁
）。

（
25
）  

石
田
一
良
「
林
羅
山
の
思
想
」『
日
本
思
想
大
系
』
二
十
八
、
岩
波
書
店
、

一
九
七
五
、
四
八
三
│
四
八
五
頁
。

（
26
）  

前
田
勉
「
林
羅
山
の
挫
折
」『
近
世
日
本
の
儒
学
と
兵
学
』
ぺ
り
か
ん
社
、

一
九
九
六
、
八
四
―
九
一
頁
。

（
27
）  

「
浮
屠
之
教
、
上
以
為
レ
政
、
下
以
為
レ
俗
」（『
詩
集
』
巻
四
十
一
「
継
母
挽
詩
」

四
四
三
頁
）。

（
28
）  

註
（
26
）
前
田
氏
論
文
、
一
〇
〇
頁
。
羅
山
の
排
仏
の
姿
勢
は
、
挫
折
し
て
剃
髪

し
、
ま
た
兵
学
な
ど
の
影
響
を
受
け
て
も
な
お
、
慶
長
末
年
か
ら
元
和
初
年
の
宗
教

統
制
で
排
仏
を
実
行
さ
せ
よ
う
と
幕
府
に
留
ま
っ
て
い
た
こ
と
に
も
表
れ
て
い
る

（
前
田
氏
論
文
、
同
頁
）。

（
29
）  

若
尾
政
希
「
日
本
近
世
に
お
け
る
儒
教
の
位
置

―
近
世
前
期
を
中
心
に
し
て
」

『
日
韓
相
互
認
識
』
四
、
二
〇
一
一
、
九
二
頁
。

（
30
）  

註
（
18
）
拙
稿
、
三
二
六
―
三
二
八
頁
。

（
31
）  

従
俗
教
化
の
問
題
と
し
て
、
他
に
そ
の
教
化
す
る
内
容
に
時
期
的
な
変
化
は

な
か
っ
た
の
か
と
い
う
点
が
考
え
ら
れ
る
。
羅
山
が
挫
折
し
て
か
ら
死
亡
す
る

（
一
六
五
七
）
ま
で
の
約
四
〇
年
弱
の
間
、
俗
に
対
す
る
教
化
の
内
容
は
変
化
せ
ず

一
貫
し
た
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
刊
本
の
問
題
と
も
関
わ
る
の
で
、
第

二
章
で
触
れ
る
。

（
32
）  

「
年
譜
」
十
二
頁
。

（
33
）  

『
文
集
』
巻
三
十
七
、
四
二
八
│
四
二
九
頁
。

（
34
）  

『
文
集
』
巻
五
十
五
、
六
四
四
│
六
四
五
頁
。

（
35
）  

「
吾
邦
千
歳
之
子
雲
乎
、
熟
知
二
倭
名
一
者
」（『
文
集
』
四
二
九
頁
）。

（
36
）  

延
宝
三
年
刊
書
籍
目
録
の
『
多
識
編
』
の
説
明
に
は
、「
順
カ
和
名
ニ
拠
ノ
類
ヲ

分
チ
和
名
ヲ
記
ス
」
と
あ
る
（
慶
応
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
編
『
江
戸
時

代
書
林
出
版
書
籍
目
録
集
成
』
一
、
井
上
書
房
、
一
九
六
二
、
一
八
八
頁
）。
ま
た

『
多
識
編
』
編
纂
に
お
い
て
は
、
名
称
だ
け
で
な
く
体
裁
に
お
い
て
も
『
和
名
抄
』

を
参
考
に
し
て
お
り
、
刊
本
で
追
加
さ
れ
た
「
今
案
」「
案
」「
一
」「
俗
云
」「
或

云
」
な
ど
の
表
現
は
、『
和
名
抄
』
に
由
来
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
（
こ
の
点
に

つ
い
て
は
、
大
槻
信
「
和
名
類
聚
抄
の
和
訓

―
和
訓
の
な
い
項
目
」『
国
語
国
文
』

八
三
八
、
二
〇
〇
四
を
参
照
の
こ
と
）。

（
37
）  

以
下
『
和
名
抄
』
は
、
中
田
祝
夫
編
『
倭
名
類
聚
抄　

元
和
三
年
古
活
字
版
二
〇

巻
本
』
勉
誠
社
、
一
九
七
八
に
よ
る
。

（
38
）  

二
〇
巻
本
の
場
合
、
鬼
神
部
は
さ
ら
に
神
霊
類
と
鬼
魅
類
に
分
け
ら
れ
る
が
、
重

複
す
る
項
目
が
あ
り
、
そ
の
線
引
き
は
き
わ
め
て
曖
昧
で
あ
る
。

（
39
）  
『
和
名
抄
』
十
二
頁
。

（
40
）  

『
野
槌
』
二
三
五
段
の
「
こ
だ
ま
」
の
注
釈
を
見
る
と
、
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）

刊
行
の
『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』
の
「
こ
だ
ま　

山
彦　

木
神　

空
谷
響　

樹
神
」
と
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の名物

『
和
名
抄
』「
樹
神
」
の
項
目
を
引
用
し
な
が
ら
、「
は
け
物
の
類
を
云
」
と
記
し
、

こ
だ
ま
と
「
は
け
物
」
を
結
び
つ
け
て
い
る
。『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』
で
は
「
コ
ヽ

ニ
テ
ハ
、
バ
ケ
物
ナ
ド
ノ
ヤ
ウ
ニ
心
得
タ
ル
歟
」（『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』
下
、
古
典

文
庫
、
一
九
八
七
、
二
三
八
頁
）
と
あ
る
の
に
対
し
、
羅
山
は
こ
だ
ま
を
「
は
け
物

の
類
を
云
」
と
断
言
し
て
い
る
点
に
注
意
し
た
い
。
ま
た
『
本
草
綱
目
』「
木
客
」

の
和
名
「
ヤ
マ
ノ
オ
ニ
」
は
「
樹
神
」
の
文
中
に
あ
る
「
山
鬼
」
の
訓
読
、「
ヤ
マ

ヒ
コ
」
は
反
響
現
象
と
し
て
の
谺
と
樹こ

だ
ま神

を
区
別
す
る
た
め
の
表
現
だ
ろ
う
。

（
41
）  

『
本
草
綱
目
』
七
九
頁
。

（
42
）  

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
に
触
れ
る
易
林
本
『
節
用
集
』
の
「
魅
」「
魎
」
を
参
考

に
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

（
43
）  

参
考
0

0

と
し
て
い
る
の
は
、
草
稿
本
が
『
和
名
抄
』
に
完
全
に
依
拠
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
罔
両
以
外
に
も
例
え
ば
「
人
参
」（
草
稿
本
十
三
頁
）
は

『
和
名
抄
』（
か
の
に
け
く
さ
・
く
ま
の
い
）
以
外
の
和
名
（
ニ
コ
タ
・
ニ
ニ
ク
ル
ク

サ
・
ヌ
カ
ノ
ニ
オ
ク
サ
・
ニ
コ
タ
ク
サ
）
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

（
44
）  

三
浦
國
雄
「
鬼
神
論
」『
朱
子
と
気
と
身
体
』
平
凡
社
、
一
九
九
七
、
六
五
―

一
二
九
頁
。
朱
子
鬼
神
論
の
説
明
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
こ
の
論
文
に
よ
っ
て
い

る
。

（
45
）  

島
田
虔
次
『
朱
子
学
と
陽
明
学
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
七
、
八
〇
―
九
一
頁
。

（
46
）  

「
鬼
神
、
天
地
之
功
用
而
造
化
之
迹
也
」（『
漢
文
大
系
』
一
、
冨
山
房
、

一
九
〇
九
、
十
五
頁
）。
こ
の
一
文
は
『
程
子
易
伝
』
乾
卦
の
「
以
二
功
用
一
謂
二
之

鬼
神
一
」
と
同
文
言
伝
の
「
鬼
神
者
造
化
之
迹
也
」
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
だ
と
、

三
浦
氏
は
指
摘
す
る
（
註
（
44
）
三
浦
氏
論
文
、
一
一
九
頁
）。

（
47
）  

「
鬼
神
者
、
二
気
之
良
能
也
（『
正
蒙
』
太
和
篇
）」「
鬼
神
、
往
来
屈
伸
之
義
、
故

天
曰
レ
神
、
地
曰
レ
示
、
人
曰
レ
鬼
（
同
神
化
篇
）」（『
正
蒙
』
は
『
文
淵
閣
四
庫
全

書
』
六
九
七
巻
所
収
『
注
解
正
蒙
』、
臺
灣
商
務
印
書
館
、
一
九
八
四
、
三
四
一
頁
、

三
五
一
頁
に
よ
る
）。

（
48
）  

註
（
44
）
三
浦
氏
論
文
、
七
八
―
八
〇
頁
。

（
49
）  

「
愚
謂
、
以
二
二
気
一
言
則
鬼
者
陰
之
霊
也
、
神
者
陽
之
霊
也
、
以
二
一
気
一
言
則
至

而
伸
者
為
レ
神
、
反
而
帰
者
為
レ
鬼
、
其
実
一
物
而
已
」（『
中
庸
章
句
』
第
十
六
章
、

十
五
頁
）。

（
50
）  

「
三
者
雖
レ
異
、
其
所‒

三

以
為
二
鬼
神
一
者
則
同
」（『
語
類
』
七
〇
〇
巻
一
〇
頁
）。

（
51
）  

「
雨
風
露
雷
日
月
昼
夜
、
此
鬼
神
之
迹
也
、
此
是
白
日
公
平
正
直
之
鬼
神
、
若
丁

所
謂
有
丙
嘯
二
于
梁
一
、
触
乙
于
胸
甲
、
此
則
所
謂
不
正
邪
暗
、
或
有
或
無
、
或
去
或
来
、

或
聚
或
散
者
、
又
有
二
所
謂
祷
レ
之
而
応
、
祈
レ
之
而
獲
一
、
此
亦
所
謂
鬼
神
、
同
一

理
也
、
世
間
萬
事
皆
此
理
、
但
精
粗
小
大
之
不
同
爾
、
又
曰
、
以
二
功
用
一
謂
二
之

鬼
神
一
、
即
レ
此
便
見
」（『
語
類
』
七
〇
〇
巻
四
三
│
四
四
頁
）。
な
お
巻
三
の
引
用

に
つ
い
て
は
、
三
浦
國
雄
『「
朱
子
語
類
」
抄
』
講
談
社
、
二
〇
〇
八
、
三
三
八
―

三
四
〇
頁
を
参
考
に
し
た
。

（
52
）  

「
問
、
伊
川
言
二
鬼
神
造
化
之
迹
一
、
此
豈
亦
造
化
之
迹
乎
、
曰
、
皆
是
也
、
若

論
二
正
理
一
、
則
似
三
樹
上
忽
生‒

二

出
花
葉
一
、
此
便
是
造
化
之
迹
、
又
如
三
空
中
忽

然
有
二
雷
霆
風
雨
一
、
皆
是
也
、
但
人
所
二
常
見
一
故
不
二
之
怪
一
、
忽
聞
二
鬼
嘯
鬼
火

之
属
一
、
則
便
以
為
レ
怪
、
不
レ
知
二
此
亦
造
化
之
迹
一
、
但
不
レ
是
二
正
理
一
、
故
為
二

怪
異
一
、
如
下
家
語
云
中
山
之
怪
曰
二
夔
魍
魎
一
、
水
之
怪
曰
二
龍
罔
象
一
、
土
之
怪
羵

羊
上
、
皆
是
気
之
雑
揉
乖
戻
所
レ
生
、
亦
非
二
理
之
所
一レ
無
也
、
専
以
為
レ
無
、
則
不

可
、
如
二
冬
寒
夏
熱
一
、
此
理
之
正
也
、
有
二
時
忽
然
夏
寒
冬
熱
一
、
豈
可
レ
謂
レ
無
二

此
理
一
、
但
既
非
二
理
之
常
一
、
便
謂
二
之
怪
一
、
孔
子
所‒

二

以
不
一レ
語
、
学
者
亦
未
レ

須
二
理
会
一
也
」（『
語
類
』
七
〇
〇
巻
四
六
頁
）。
な
お
前
掲
『「
朱
子
語
類
」
抄
』

三
四
九
―
三
五
二
頁
を
参
考
に
し
た
。

（
53
）  

『
本
草
綱
目
』
巻
五
十
二
人
部
に
は
、「
人
傀
」
と
い
う
項
目
が
あ
る
。
こ
れ
は
異

常
な
性
器
や
出
生
な
ど
、
常
理
の
外
に
出
た
人
の
異
常
な
変
化
を
指
し
、
時
珍
自
ら

「
怪
異
也
」
と
し
て
い
る
（
一
一
二
頁
。
ま
た
武
田
雅
哉
『〈
鬼
子
〉
た
ち
の
肖
像
』

中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
五
、
二
八
―
三
四
頁
参
照
）。
し
か
し
、
こ
の
人
傀
の
草

稿
本
で
の
和
名
は
「
ヒ
ト
ノ
ア
ヤ
シ
キ
モ
ノ
」（
草
稿
本
五
四
頁
）
で
あ
り
、
カ
ミ

を
用
い
て
い
な
い
（
刊
本
で
は
「
人
傀
」
自
体
が
削
除
さ
れ
て
い
る
）。
双
方
「
怪
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異
」
で
あ
っ
て
も
、
人
と
怪
類
（
獣
）
の
和
名
に
は
差
異
が
あ
る
点
に
、
羅
山
の
か4

み4

（「
怪
異
」）
観
が
窺
え
る
。

（
54
）  
『
詩
集
』
附
録
「
行
状
」
三
六
頁
。

（
55
）  

「
鬼
神
之
事
、
自
二
程
朱
一
已
下
、
陳
淳
性
理
字
義
及
性
理
大
全
書
論
レ
之
詳
焉
」

（『
文
集
』
巻
二
「
寄
田
玄
之
」
十
八
頁
）。

（
56
）  

『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
七
一
〇
巻
、
臺
灣
商
務
印
書
館
、
一
九
八
四
、
六
〇
九
頁
、

六
一
五
頁
。

（
57
）  

『
詩
集
』「
年
譜
」
六
頁
。

（
58
）  

東
ア
ジ
ア
恠
異
学
会
編
『
怪
異
学
の
可
能
性
』
角
川
書
店
、
二
〇
〇
九
、
第
一
部
、

第
二
部
を
参
照
の
こ
と
。

（
59
）  

『
史
料
纂
集　

舜
旧
記
』
五
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
八
三
、
四
四
頁
。

（
60
）  

「
妖
化
物
（
術
物
）」
は
弘
治
二
年
本
、
黒
本
本
、
天
正
十
七
年
本
、
易
林
本

な
ど
、「
妖
怪
」
は
弘
治
二
年
本
、
永
禄
二
年
本
、
両
足
院
本
、
黒
本
本
、
天
正

十
七
年
本
、
易
林
本
な
ど
が
畜
類
（
気
形
・
生
類
）
門
に
分
類
し
て
い
る
。『
節
用

集
』
は
、
中
田
祝
夫
編
『
印
度
本
節
用
集
古
本
四
種
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』
勉

誠
社
、
一
九
八
〇
、
同
編
『
古
本
節
用
集
六
種
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』
勉
誠
社
、

一
九
七
九
、『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
第
五
九
巻　

増
刊
下
學
集
・
節
用

集
天
正
十
七
年
本
』
八
木
書
店
、
一
九
八
三
に
よ
る
。

（
61
）  

「
鬼
」
は
永
禄
二
年
本
、
堯
空
本
、
両
足
院
本
、
黒
本
本
、
饅
頭
屋
本
な
ど
、「
樹

神
（
魍
）」
は
明
応
五
年
本
、
黒
本
本
、
伊
京
集
、
天
正
十
七
、
十
八
年
本
、
饅
頭

屋
本
な
ど
が
気
形
（
畜
類
・
生
類
）
門
に
分
類
し
て
い
る
。

（
62
）  

「
河
童
」
の
読
み
（
カ
ハ
ラ
ウ
・
カ
ワ
ラ
ウ
）
は
伊
京
本
、
黒
本
本
、
弘
治
二
年

本
、
永
禄
二
年
本
、
堯
空
本
、
両
足
院
本
、
天
正
十
七
年
本
に
見
ら
れ
る
。

（
63
）  

ど
の
諸
本
に
触
れ
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
羅
山
が
『
節
用
集
』
を
手
に
す
る
こ

と
は
不
思
議
で
は
な
い
と
い
う
指
摘
が
あ
る
（
註
（
７
）
杉
本
氏
論
文
、
七
七
頁
）。

た
だ
し
、
杉
本
氏
は
論
文
執
筆
時
、
草
稿
本
は
未
見
で
あ
り
、
こ
の
指
摘
は
刊
本
に

お
け
る
言
及
で
あ
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
『
節
用
集
』
の
通
俗
語

辞
書
と
し
て
の
性
格
や
「
カ
ワ
ラ
ウ
」
の
名
称
、
註
（
40
）
の
こ
だ
ま

0

0

0

と
「
は
け
物

（
化
物
）」
の
関
連
な
ど
を
踏
ま
え
れ
ば
、
草
稿
本
成
立
段
階
ま
で
こ
の
指
摘
は
通
用

で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

（
64
）  

朱
子
学
で
も
例
外
と
し
て
、
天
地
陰
陽
の
気
が
散
じ
た
場
合
、
理
が
気
の
代
わ
り

を
す
る
と
い
う
（
註
（
44
）
三
浦
氏
論
文
、
一
一
六
―
一
一
九
頁
）。

（
65
）  

註
（
１
）
前
掲
論
文
。

（
66
）  

註
（
１
）
高
橋
氏
論
文
、
一
一
四
頁
。

（
67
）  

今
中
寛
司
「
林
羅
山
の
経
歴
と
建
仁
寺
の
学
問
」『
近
世
政
治
思
想
の
成
立

―

惺
窩
学
と
羅
山
学
』
創
文
社
、
一
九
七
二
、
一
六
一
―
一
六
四
頁
並
び
に
註
（
１
）

今
中
氏
論
文
一
〇
二
│
一
〇
三
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
68
）  

「
我
朝
神
国
也
、
神
道
乃
王
道
也
、
一
自
二
仏
法
興
行
一
後
、
王
道
神
道
都
擺
却

去
」（『
文
集
』
巻
六
十
六
―
十
二
、
八
〇
四
頁
）。
こ
の
巻
は
慶
長
年
間
の
随
筆
を

収
録
し
て
い
る
。

（
69
）  

「
曰
、
日
本
紀
神
代
書
与
二
周
子
太
極
図
説
一
相
表
裏
否
、
曰
、
我
未
レ
知
」（『
文

集
』
巻
六
十
六
―
十
三
、
八
〇
四
頁
）。

（
70
）  

「
日
本
書
紀
三
十
巻
象
二

一
月
之
日
数
一

也
、
神
代
上
下
象
二

天
地
一

也
、
人
皇

二
十
八
巻
象
二

二
十
八
宿
一

也
」（『
文
集
』
巻
六
十
九
―
五
十
九
、
八
六
二
│

八
六
三
頁
）。

（
71
）  

「
三
種
神
器
、
璽
象
レ
仁
也
、
剣
象
レ
勇
也
、
鏡
象
レ
智
也
、
本
具
二
此
三
徳
一
者
神

明
也
、
夫
必心

か

者
神
明
之
舎
也
、
既
具
二
三
徳
一
則
神
豈
遠
乎
哉
、
方
寸
之
間
厳
然
粛

爾
、
吁
不
レ
可
レ
不
レ
敬
也
、
聖
人
設
二
神
道
一
、
以
教
レ
人
、
以
レ
此
故
也
、
若
夫
器

者
、
多
出
レ
自
二
人
為
一
、
故
雖
二
禹
王
九
鼎
一
亦
然
、
我
朝
三
神
器
者
自
然
之
天
成

而
、
不
レ
仮
二
人
為
一
、
是
亦
有
レ
以
哉
、
可
レ
貴
可
レ
敬
焉
」（『
文
集
』
巻
六
十
九
―

六
十
、
八
六
三
頁
）。

（
72
）  
「
任
昉
述
異
記
云
、
南
康
有
レ
神
曰
二
山
都
一
、
形
如
レ
人
、
長
二
丈
余
、
黒
レ
色
、

赤
レ
目
、
黄
レ
髪
、
深
山
樹
中
作
レ
巣
」（『
本
草
綱
目
』
七
八
頁
）。

（
73
）  

『
和
名
抄
』
十
一
頁
。
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（
74
）  
「
罔
両
﹇
綱
目
﹈　

集
解
【
時
珍
曰
】
罔
両
一
作
二
魍
魎
一
、
又
作
二
方
良
一
、
周
礼
、

方
相
氏
執
レ
戈
入
レ
壙
以
駆
二
方
良
一
是
矣
、
罔
両
好
食
二
亡
者
肝
一
、
故
駆
レ
之
（
中

略
）
国
語
云
、
木
石
之
怪
夔
罔
両
、
水
石
之
怪
龍
罔
象
、
即
此
（
後
略
）」（『
本
草

綱
目
』
七
九
頁
）。

（
75
）  

『
和
名
抄
』
十
三
頁
。

（
76
）  

草
稿
本
で
は
『
本
草
綱
目
』
の
「
山
精
」
を
「
ヒ
テ
リ
ノ
カ
ミ
」
と
し
て
い
る

（
表
一
参
照
）
が
、『
本
草
綱
目
』
で
連
続
す
る
「
山
精
」
と
「
旱
魃
」
は
別
の
も
の

で
あ
る
た
め
、
刊
本
で
訂
正
さ
れ
て
い
る
。

（
77
）  

『
和
名
抄
』
十
一
頁
。

（
78
）  

草
稿
本
で
「
木
客
」
に
付
け
ら
れ
た
和
名
「
ヤ
マ
ヒ
コ
」
か
ら
窺
え
る
反
響
の
特

性
は
、
本
来
「
山
操
」
の
特
性
で
あ
っ
た
。
羅
山
は
刊
本
で
「
山
操
」
の
和
名
に

「
や
ま
び
こ
」
を
採
用
し
、「
木
客
」
を
削
除
し
て
い
る
（
表
一
参
照
）。

（
79
）  

「
国
家
復
二
上
古
之
淳
直
一
、
民
俗
致
二
内
外
之
清
浄
一
」（『
神
社
考
』
序
、
三
二

頁
）。

（
80
）  

『
神
道
傳
授
鈔
』「
神
道
書
籍
」（
註
（
24
）『
神
道
大
系
』
三
七
六
│
三
七
七
頁
）、

『
神
道
秘
傳
折
中
俗
解
』「
三
部
本
書
」（
同
四
三
〇
│
四
三
一
頁
）。

（
81
）  

『
神
社
考
詳
節
』
後
序
（
註
（
24
）『
神
道
大
系
』
三
一
九
頁
）。

（
82
）  

『
神
道
傳
授
鈔
』「
神
理
受
用
ノ
事
」
三
八
七
頁
。

（
83
）  

『
神
道
傳
授
鈔
』「
一
」
三
二
九
頁
。

（
84
）  

『
神
道
傳
授
鈔
』「
神
之
根
本
」
三
八
六
頁
。

（
85
）  

『
神
道
傳
授
鈔
』「
陽
神
・
陰
神
ノ
ウ
メ
ル
五
行
ノ
神
ノ
名
」
三
三
七
―
三
三
九
頁
。

（
86
）  

寛
永
年
中
、
病
床
に
あ
っ
た
徳
川
家
光
の
慰
み
の
た
め
に
中
国
怪
談
の
翻
訳
物

『
恠
談
』『
仙
鬼
狐
談
』
を
献
上
し
て
い
る
（『
詩
集
』
附
録
「
編
著
書
目
」
五
八
頁
）

が
、
こ
れ
ら
に
は
訓
戒
が
含
ま
れ
て
い
る
。（
註
（
18
）
拙
稿
三
二
七
│
三
二
八
頁
）。

ま
た
『
神
社
考
』「
僧
正
谷
」
で
は
僧
侶
を
天
狗
と
見
な
し
、
凶
兆
と
し
て
の
怪
異

と
関
連
さ
せ
て
語
っ
て
い
る
（
拙
稿
「
林
羅
山
『
本
朝
神
社
考
』「
僧
正
谷
」
を
読

み
解
く
」『
書
物
・
出
版
と
社
会
受
容
』
五
、
二
〇
〇
八
）。
こ
の
よ
う
に
理
当
心
地

神
道
の
神
と
峻
別
す
る
一
方
で
、
従
俗
教
化
の
素
材
と
し
て
「
怪
異
」
を
従
来
通
り

活
用
し
て
い
た
羅
山
の
二
面
性
は
、
理
当
心
地
神
道
を
主
張
す
る
一
方
で
皇
祖
泰
伯

説
も
主
張
し
て
い
た
点
と
通
じ
る
も
の
と
い
え
る
。

（
87
）  

註
（
67
）
今
中
氏
前
掲
書
、
一
六
六
│
一
六
七
頁
。
ま
た
、
寛
永
十
三
年

（
一
六
三
六
）
来
日
し
た
朝
鮮
通
信
使
と
の
対
話
の
中
で
、
羅
山
は
朝
鮮
国
の
始
祖

檀
君
が
一
千
年
も
生
き
た
と
い
う
話
に
「
怪
誕
之
説
、
君
子
不
レ
取
也
」
と
疑
義
を

唱
え
、
怪
し
い
言
説
を
斥
け
る
主
張
を
し
て
い
る
（『
文
集
』
巻
十
四
「
寄
朝
鮮
国

三
官
使
」
一
五
六
頁
）。
こ
れ
は
註
（
86
）
の
よ
う
な
活
動
に
対
し
、
政
治
の
場
で

は
羅
山
が
儒
者
ら
し
く
怪
力
乱
神
に
強
硬
な
態
度
を
と
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
一
例

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の
対
話
に
つ
い
て
は
、
野
崎
充
彦
「
儒
者
と
怪
異

│
成
任
と
林
羅
山
」『Journal of K

orean C
ulture

』
九
、
二
〇
〇
七
を
参
照
の

こ
と
。

（
88
）  

註
（
44
）
三
浦
氏
論
文
、
一
〇
二
頁
。

（
89
）  

「
凡
天
地
造
化
之
迹
、
苟
不
二
以
レ
理
推
一レ
之
、
必
入
レ
于
二
幻
怪
偽
誕
之
説
一
而
、

終
不
レ
能
レ
明
」（『
文
集
』
巻
二
十
六
「
火
雷
神
弁
」（
一
六
〇
二
年
作
成
）
二
九
七

頁
）。

（
90
）  

高
橋
美
由
紀
「
解
題
」（
註
（
24
）『
神
道
大
系
』
五
三
―
六
三
頁
）。

（
91
）  

し
か
し
益
軒
は
、
羅
山
の
封
＝
「
が
わ
た
ら
う
」
の
同
定
に
は
懐
疑
的
だ
っ
た

（
拙
稿
「
近
世
の
怪
異
と
知
識
人
」
一
柳
廣
孝
・
吉
田
司
雄
編
『
妖
怪
は
繁
殖
す
る
』

青
弓
社
、
二
〇
〇
六
、
一
四
八
頁
）。

（
92
）  

註
（
18
）
拙
稿
、
三
三
〇
―
三
三
五
頁
。

（
93
）  

羅
山
の
学
知
と
俗
の
緊
張
関
係
と
い
う
視
角
は
、
中
野
三
敏
氏
の
「
雅
と
俗
」

に
よ
る
近
世
文
化
の
捉
え
方
を
参
考
に
し
て
い
る
（「
十
八
世
紀
江
戸
の
文
化
」

『
十
八
世
紀
の
江
戸
文
芸

―
雅
と
俗
の
成
熟
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
（
初
出

一
九
九
三
）、『
写
楽
』
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
七
な
ど
）。
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﹇
付
記
﹈

本
稿
は
、
二
〇
一
一
年
十
一
月
に
提
出
し
た
博
士
学
位
論
文
の
第
三
章
を
加
筆
・
修
正

し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
作
成
の
過
程
で
多
く
の
方
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
賜
っ
た
こ

と
を
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。


